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　　　　　　　特集■ごみの新分別1月14日スタート

　　　　おかざき21 1岡崎市交通安全条例制定／地域ラウンドバス実験運行

　市長室ほっとライン・市長コラム

　　　グラフおかざき■秋の市民まつり

　　　　　若い世代回若い世代のかたからの声

　　　われら岡崎人圃テーマ：「交通安全」について

　　　　　　　　声囮皆さんからの声

　　おかざき地名物語固渡と鳥居氏

我が家の自慢・クイズ囮自慢の写真／今月のクイズ

　　　　　お知らせ固催し・講座／その他の情報／秋の叙勲褒章受章者

　　　となりのトコロ囮幸田町・額田町の広域情報

　　　　　　裏表紙囮市美術博物館「カラヴァッジョ」

　　　　　　12月１日～31日

年末の交逝安全i＼iiv:運動(～10日）、地域ラウンドバス実験運行（～平成|･1 '[■2 II 28 II　※詳しくは本紙7ページ参!!(!)

人mm間(~1() II)

岡崎市piA文化展（lU美術館、～i（id、■r-末助け介い小III,11 ・色紙展（u美術館、～10 II)

農遊館朝巾(おかざき農遊館、'i--rifi 8時:恂分～）

第九演奏会(Hi民会館、午後6時:iO 分~)

Hi立小中学校終業式

天皇誕生日　リサイクルのII （;サイクルプラザ、午前9時～’r-後･1時）

振替休日

農遊館伺＼i (おかざきn遊館午前8 H､□･|分-)

.l.f'i所年末年始閉庁

大みそか

ISloo

市政だよりおかざきはエコマーク認定の沁生紙に

環境にやさしい大豆油インキで印剛しています。

岡崎市はISO 14001の認証を取得し、

環境保全活動を積極的に推進しています。

街角のモニュメントー太陽緑道のイルミネーション

　今年も残すところあとひと月。この時期になると夜の街を

彩るイルミネーションの点灯が各地で始まります。市の中心

を走る「伝馬通り」と市役所東側「太陽緑道」が交差する辺

りでは、イルミネーションの光のもと、岡崎フィルハーモニ

ーと岡崎吹奏楽団の有志によるクリスマスソングの演奏が、

今年は12月８日at)に行われます。いくつもの光に包まれた

街路樹は、通りを行く人びとを別世界へといざないます。

市政だよりおかざき2001年(平成13年)12月1日・



平成14年

1月14日(月凋

埋立場の麦命

あと約２

囲市政だよりおかざき2001年(平成13年)12月1日

状態

　平成14年１月14日(月)から分別の仕方

が変わり、併せて指定袋制を導入します。

　岡崎市のごみの状況は大変厳しく、新

たな焼却場や処分場の建設費・維持費な

どごみ処理の経費は莫大です。

　ごみそのものを減らすしか、解決の道

はありません！

　市民の皆さんに、ごみ袋の透明化、粗大

ごみの有料化などにご協力いただいてい

るおかげで、ごみは減少傾向にあります。

　さらなるごみ減量とリサイクルのため、

資源となるものをしっかり分け、新分別

にご協力いただくようお願いします。

ごみ対策課S23・6530



｜

紙製容器包装

収集した紙製容器包装は①製紙原料

として利用②古紙再生ボードや紙製

の緩衝材などの原料として利用③固

形燃料として利用されます。

ペットボトル

収集したペットボトルは、溶かして

糸にして衣類・各種日用品・車の内

装品などに製品化します。今後は再

度ペットボトルにすることもできる

ようになります。

プラスチック製容器包装

収集したプラスチック製容器包装は

高温で蒸し焼きにし①油分からプラ

スチック原料を生成②鉄を作る時の

コークスの代わりとして利用③プラ

スチックから出るガスを利用します。

令
新
分
別
の
リ
サ
イ
ク
ル
先
は
？

　従来の可燃ごみ、不燃ごみの２種類を５分別にし、

　　　　　　併せて指定袋制を導入します！

現在　月日側ぷか･

可燃ごみ

可
燃
ご
み

不
燃
ご
み

｜

ひら新分別開始/
●

ご理解

どうぞ
お願い

す。

紙製容器包装

ペットボトル

プラスチック製
よ容器包装ノ

不燃ごみ

　可燃ごみ

ステーション

　週２回
　皿

　リサイクル

ステーション

(峡の缶･ﾋﾟﾝｽﾃｰｼｮﾝ)

　隔週1回

　一一一-----一一一一

令
何
か
変
わ
る
の
？

※不燃ごみを

　出す日と同じ

　不燃ごみ・

ステーション

　隔週1回　------------

　　　モデル地区での新分別の様子

市政だよりおかざき2001年(平成13年)12月1日ｌ



｀ら

資源ではないか？

資源回収に出せるものではないか?
新聞･雑誌･ダンボール･牛乳バッタ･古着

資源回収または拠点回収へ

缶・ビンではないか?

飲料や食料品の入っていた缶･ビン

リサイクルステーションヘ

有害ごみではないか?

蛍光唇･乾電池
　→電気小売店または拠点回収へ

水銀体温計･鏡
→リサイクルステーションへ

45リットルの袋に入らないもの
粗大ごみ

※ただし､タイヤ・バッテリーは
　45リットルの袋に入っても粗大こみです。

容器包装ではないか？
-

紙製容器包装･ペットボトル･プラスチック製容器包装

　

残りは可燃ごみ・不燃ごみへ

※ただし、事業系ごみや、農機具、自動車､バイク､ピ

アノ､消火器などの処理困難物はステーションに出す

ことはできません。

令
ご
み
の
分
け
方
は
？

３分別の対象は容器と包装のみ
新たに分別する３品目は容器と包装が対象です。

●容器包装とは商品を買ってきて、食べたり使ったりし

た後にいらなくなった箱・袋・包みなどです。

●商品そのものは対象外です。

マークを見て分別する

母
魯

…紙製容器包装へ

ほ禦以東)………ぺヽyトボトルヘ

S………プラスチック製容器包装へ

m

必ずきれいにして出してください

リサイクルするには、きれいな状態で出してもらうこと

が絶対条件です。このため中身を使いきり、いらない紙

で拭き取るか台所などの残り水ですすぐなどして出して

ください。洗っても汚れの落ちないものは、可燃ごみま
たは不燃ごみで出してください。

たたむか、つぶすなどして出してください

回蚕可耳環11‥たたむか折るなどして指定袋に入れてく

ださい。

ｌ－1･Ｓ－･Ｓ頂…ふたを取り、足などで踏んで、つぶして

指定袋に入れてください。

･つぶす、割る、折るなどして、

ふたは取った状態で指定袋に入れてください。

七
］
中を空にし

つぷして

12月上旬に各世帯に資料を配布します

●資源とごみの出し方

●ごみ収集カレンダー
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関
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今後のスケジュール

●12月１日から順次

指定ごみ袋がスーパーなどの

小売店の店頭に並びます。

●３月末まで

可燃ごみのみ、お手持ちの透

明袋・白色半透明袋、スーパ

ーのレジ袋（中身が見える白

色半透明のもの）も使用でき

ます。

●４月から

すべて指定袋に入れてくださ

い。レジ袋は「可燃ごみ用」

と印刷されたものであれば、

可燃ごみ用の指定袋として使

用できます。

→
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令
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イ
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市
民
と
市
が
手
を
携
え
て
守
る

　
岡
崎
市
交
迦
安
全
条
例
が
平
成
十
三
年

ト
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
の
第
一
条
で
は
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
、
市
や
市
民
及
び
車
の
運
転
者

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
市
が
実
施
す
る
交
通
安
全

に
関
す
る
施
策
の
基
本
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
交
通
安
全
対
策
の
総
合
的
・

計
測
的
な
推
進
を
図
り
、
市
民
の
生
命
・

交通死亡事故

in、二子･卜記雌娠よ
歩
行
ｆ
'
Ｃ
'
Ｉ
Ｂ
Ｐ
ル
ー
ル
ｅ
守
る
り
ヴ

身
体
及
び
財
産
の
保
護
と
、
快
適
な
市
民

生
活
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
二
条
か
ら
第
四
条
は
、
市
を

は
じ
め
市
民
・
車
の
使
用
者
な
ど
の
責
任

を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
、
協
力
し
て
交
通
安
全

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
第
五
条
以
下
で
は
、
市
の
行

う
べ
き
事
業
と
し
て
、
良
好
な
道
路
環
境

の
確
保
（
第
五
条
）
、
交
通
安
全
教
育
の

推
進
（
第
六
条
）
、
広
報
啓
発
活
動
及
び

交
通
情
報
の
提
供
（
第
七
条
）
、
交
通
死

亡
事
故
多
発
時
な
ど
に
と
る
べ
き
措
置
（
第

八
条
）
、
交
迦
安
全
市
民
団
体
「
岡
崎
市

交
通
安
全
推
進
協
議
会
」
と
の
連
携
（
第

九
条
）
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
に
対
す
る
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
年
末
の
交
通
安
全
市
民
運
動
期
間

十
二
月
一
日
市
か
ら
ト
日
卯
ま
で

・
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

・
シ
ー
ト
ペ
ル
ト
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
の
着
用
を
徹
底
し
よ
う

交
通
安
全
課
安
全
指
導
班
：
＜
2
3
・
6
2
7
7

一 一

り
〈
松
・
フ

　　　　　･･ｼ .゙' '-　l

幽,j117･jfti^ ･

市
長
室
バ
に
ツ
ノ
レ
し
べ
つ
ヶ
ノ
Ｊ
〈
（
…
…

V

消
防
団
の
再
編

　
現
在
、
市
内
の
消
防
団
は
、
一
一
十
団

千
七
百
七
十
七
人
の
定
員
を
定
め
て
お

り
、
こ
れ
は
昭
和
五
ト
二
年
以
来
不
変

の
枠
組
み
で
し
た
。

　
近
年
、
消
防
団
員
を
募
る
の
が
非
常

に
困
難
だ
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

ま
た
地
域
間
の
人
員
・
守
備
範
囲
の
違

い
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

消
防
本
部
な
ど
の
市
が
直
接
維
持
し
て

い
る
常
備
消
防
力
を
積
極
的
に
充
実
し

た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
で
は
市
街
地
の

ど
こ
で
も
消
防
車
な
ど
が
八
分
以
内
に

到
着
で
き
る
体
制
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
消
防
団
の
再

編
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
こ
れ
に
対

す
る
協
議
を
重
ね
、
市
議
会
十
二
月
定

例
会
で
は
定
員
な
ど
改
正
す
る
議
案
を

｜

ご
審
議
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
案
は
消
防
団
の
再
編
の

第
一
段
階
と
し
て
、
定
貝
を
千
四
百
七

十
九
人
に
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は

自
動
車
部
を
十
八
人
、
小
型
ポ
ン
プ
部

を
十
人
と
し
、
ま
た
広
域
な
矢
作
と
六

ツ
美
消
防
団
の
団
貝
数
は
現
行
の
十
八

訂
減
と
し
、
地
域
格
差
を
是
正
し
ま
す
。

　
今
後
も
消
防
団
連
合
会
の
皆
さ
ん
と

協
議
を
続
け
、
将
来
的
に
は
定
員
を
千

二
百
人
程
度
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
既
存
の
自
主
防
災
組
織
に
つ
い

て
も
、
お
互
い
を
助
け
合
う
気
持
ち
を

基
調
と
し
た
組
織
へ
見
直
し
、
自
然
災

害
に
備
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
崎
市
長
｛
４
Ｑ
Ｗ
弘
一

６
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」
地
域
ラ
ウ
ン
ド
バ
ス
実
験
運
行
開
始

　
　
「
地
域
ラ
ウ
ン
ド
バ
ス
」
の
実
験
運
行

を
開
始
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
十
二
月
一
日
出
～
平
成
十
四
年

二
月
二
十
八
日
湘
（
毎
日
運
行
）

厘
運
賃
／
一
人
一
回
百
円
（
小
学
校
入
学

前
の
お
子
さ
ん
は
無
料
）
。
十
二
月
一
目

地域ラウンドバス時刻表

山
か
ら
十
二
月
五
日
伽
ま
で
は
全
て
の
か

た
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
　
な
お
、
運
行
に
併
せ
て
利
川
者
調
介

及
び
沿
線
地
域
に
お
け
る
調
査
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
課
企
画
班
ｃ
＜
2
3
・
6
4
0
8

lftf苛fffilflli ㎜17
中岡崎駅 00 00 00 00
岡崎公園藤棚前,0202 02 02
菅生神社前 03 03 03 03
東岡崎駅(着)｢07，07 ’:）ｱ 07
東岡崎駅(発) 09 09 09 09
吹矢橋南 11 11 en　111 11
市役所･福祉会館 13 13

間

は

13 13
若　宮　町 15 15 15 15
中　町　北 17 17 17 17
甲山中学校東 18'18 18 18
東丸根北 19i19 19 19
小　呂　町 20 20 毎号

　一時号

　一
同号

　1－yV　I29

20
稲熊町八丁目 22 22 22
稲熊町森下 24T24 24
岡崎北高東 25 25 25
井田小北 27127 27
井田町三丁目 28 28 28
荒　井　山 29 29 29
鴨田住宅前 30 30 刀

運

30 30
大樹寺前 32 32 32 32
大樹寺郵便局前 34 34 34 34
大樹寺橋 36 36 36 36
大門駅（着） 37留IT

昔

－●

37 37
大門駅（発） 39 39 39
北　野　町 44 44 w.
橋　　　　目 45 45!45
北野郵便局前 49 49 49

皺It ・ ; t-jp^rn｢i 隋 一皿皿・●

停i祚-｀一一--～j?蜀８ ９ 10～15 16 17
北野郵便局前 00 00

こ

の

問

は

毎

時

同

分

運

行

00 00
橋　　　　目 04 04 04,04
北　野　町 05 05 05 05
大門駅(着） 10 10 10 10
大門駅（発） 12 12 12 ２
大樹寺橋 13 13 13 13
大樹寺郵便局前 15 15 15 15
大樹寺前 17 17 17 17
鴨田住宅前 19 19 19 19
荒　井　山 20 20 20^20
井田町三丁目 21 21 21 21
井田小北 22 22 22^22
岡崎北高東 24 24 24 24
稲熊町森下 25 25 25:25
稲熊町八丁目 27 27 27 27
小　呂　町 29 29 29 29
東丸根北 30 30 30 30
甲山中学校東 31 31 31 31 ，
中　町　北 32 32 32 32
若　宮　町 34 34 34

－－
36

34
市役所･福祉会館 36 36 36^
吹矢橋南 38 38 38

－－
40

38
東岡崎駅(着) 40 40 40^
束岡崎駅(発) 42 42 42 42・
県西三河庁舎前 44 44 44 44
菅生神社前 46 46 46 46
岡崎公園藤棚前 47 47 47 47
中岡崎駅!49 49 49 49

(巫態匹謬 6.　べ
　　二足

　　　●北野廃寺跡
廬産経麺）

北野学区●，-びＥ

i･|tr

ぺ
負.r

西き匍

・萄
≪.・魯町

血璽戸m岡瞬駅バスのりば案内
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圓市政だよりおかさき2001年(平成13年)12月1日
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秋の市民まつり
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殿橋下流の乙川河川敷で、秋の市民まつりが２日間の日程で

開催されました。３日はあいにくの天気でしたが、４日は秋

哨れのすばらしい一日。商工フェアや農業祭、交通安全ファ

ミリーキャンペーンなどのほか、特設ステージではさまざま

なイベントも繰り広げられ、訪れた皆さんは思い思いに秋の

１｣を楽しんでいました。
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家
族
と

友
達
と
″
呻／づ’タ 行
楽
の
秋

市政だよりおかさき2001年(平成13年)12月1日０
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な
大
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
件
で

は
、
も
の
す
ご
く
た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く

な
っ
た
り
、
傷
を
負
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
を
テ
レ
ビ
で

何
回
も
み
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
テ
レ

ビ
は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
た
ま
た
ま
つ
け
た
そ
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
映
像
が
、
私
に
恐
怖
を
う
え
つ
け
ま

し
た
。

　
人
が
逃
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
人
は
、

ほ
か
の
逃
げ
た
人
よ
り
少
し
遅
れ
て
い
ま

し
た
。
た
ぶ
ん
あ
の
高
い
ビ
ル
の
な
か
に

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
人
は
顔
が

黄
色
く
な
り
皮
が
め
く
れ
、
か
み
の
毛
が

ち
り
ち
り
で
頭
か
ら
少
し
血
を
流
し
て
い

ま
し
た
。
や
け
ど
な
ん
か
で
は
す
ま
な
い
、

爆
発
を
う
け
た
よ
う
な
感
じ
を
し
て
い
て
、

私
は
す
ご
く
ぞ
く
っ
と
し
ま
し
た
。
こ
ん

な
け
が
を
し
た
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
こ

れ
よ
り
も
ひ
ど
い
け
が
を
し
た
人
も
た
く

さ
ん
い
て
、
も
う
と
り
か
え
し
が
つ
か
な

い
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
た
く
さ
ん

い
る
の
で
す
。

　
だ
れ
か
の
感
情
一
つ
で
大
勢
の
人
が
ぎ

せ
い
に
な
り
、
そ
れ
が
原
因
で
戦
争
ま
で

お
き
そ
う
で
す
。
こ
れ
が
戦
争
に
ま
で
つ

な
が
れ
ば
、
だ
れ
も
が
感
情
一
つ
で
世
界

の
人
々
を
意
味
の
な
い
争
い
に
ま
き
こ
み
、

ぎ
せ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
で
、
た

っ
た
一
つ
の
長
い
よ
う
で
短
い
、
短
い
よ

う
で
長
い
自
分
の
人
生
が
終
わ
っ
て
し
ま

う
の
は
、
と
て
も
と
て
も
悲
し
い
こ
と
で

す
。
　
私
に
は
、
「
死
ぬ
」
と
い
う
こ
と
は
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
体
験
し
た
こ
と
が
な

い
の
だ
か
ら
。
た
だ
、
何
も
考
え
ら
れ
な

く
な
り
、
う
れ
し
い
、
さ
み
し
い
、
楽
し

い
、
悲
し
い
な
ど
の
感
情
は
な
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
な
ん
だ
か
人
形
み

　　●

｜

｜

Ｌ
亀,■

た
い
で
私
は
い
や
で
す
。

　
話
は
少
し
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
最

近
は
い
ろ
い
ろ
と
人
き
な
事
件
が
多
い
で

す
。
そ
し
て
災
害
も
。
災
害
と
い
え
ば
地

震
で
す
。
地
震
と
い
え
ば
東
海
大
地
震
が

い
つ
お
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う

う
わ
さ
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
こ
わ
い
こ

と
で
す
。

　
で
も
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
世
の
中
で
生

き
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
世
の
中
で
十
三

年
間
生
き
て
き
て
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

生
き
て
い
く
の
で
す
。
い
つ
何
か
起
き
る

か
わ
か
ら
な
い
世
の
中
。
だ
か
ら
、
一
口

一
日
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
ま
ず
は
明
Ｈ
。
明
日
、
生
き
て
い
ら
れ

た
ら
幸
せ
、
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
た
ら
幸
せ
、

そ
う
考
え
た
ら
な
ん
だ
か
明
口
が
楽
し
み

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
今
、
生
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
と

て
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

--

平岩　愛弓・13歳
-

私は今、生きている。
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幻

れ

　今回は、昔からの街道沿いの

福岡商店街で、交通安全につい

てインタビューしました。

Q　I Q'7 '^

大正'2年生まれ

山本　ツヤさん

一
昔
か
ら
新
聞
配
達
を
し
て
い
て
、
い
ま

一
は
福
岡
商
店
街
の
五
ト
軒
ほ
ど
を
毎
日

　
歩
い
て
い
る
よ
。

小
学
六
年
生
の
と
き
、
こ
の
道
路
が
現
　
　

在
の
広
さ
に
な
っ
て
、
み
ん
な
で
盆
踊
・

り
し
て
祝
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ね
。

朝
刊
を
自
転
車
で
ト
年
ほ
ど
配
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
特
に
巾
故
と

か
の
経
験
は
な
い
ね
。

　１

＼ ・―一一
｀-／　．ｴ 一一一

- ・

949
ｊ

昭和24年生まれ

坂田　賢一さん

　
　
　
―
－
↓
ｊ
－
ｌ
ｌ
ｌ
―
Ｉ
Ｉ
－
―
そ
！
　
－
－
・
1
1
1
1
1
1
1

商
店
街
に
住
ん
で
い
る
の
で

£

１
１
ｊ
―
‐

二
年
間

交
通
指
導
員
も
務
め
、
ゼ
ロ
の
日
は
交

差
点
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

－
－
１
　
－
ｉ

今
は
車
社
会
だ
か
ら
ね
。
お
客
さ
ん
は
、

主
に
地
元
の
か
た
が
自
転
車
で
買
い
物

に
来
て
く
れ
る
。

ゝ-.＝＝=●- ･

　
　
　
”
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ベ
レ
ー
ー
ー
ー
し
し
’
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－
リ
↓
”
り
ト
’
レ
レ
ド
：
ト
Ｏ
Ｉ
レ
レ
に
ト
い
レ
ド
バ
ー
…
…

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
友
人
か
ら
二

聞
い
た
け
ど
、
こ
の
通
り
は
交
通
は
が

多
く
て
走
り
づ
ら
い
み
た
い
だ
ね
。

←

ご二こ二‾‾⊇｀へＦ‾皿Ｗ● ･ ･

1986
昭和61年生まれ

田吹　綾野さん

圃市政だよりおかざき2001年(平成13年)12月1日

＼

毎
日
、
白
転
車
で
通
学
し
て
い
ま
す
。
・

商
店
街
の
通
り
に
、
歩
道
が
欲
し
い
と

　
　
　
　

思
う
と
き
が
あ
る
よ
。

―
‐
‐
１
－

―
―
―
―
―
－
ｌ
ｌ
゛

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
４
Ｉ
Ｉ
・
４

こ
こ
は
、
交
通
量
が
多
い
。
柳

が
少
な
い
の
で
、
み
ん
な
道
路

で
横
切
っ
ち
ゃ
う
よ
。

ヒ

－
－

一
口
一
停
止
無
視
の
車
が
多
く
ヽ
出
会
い
ノ

頭
の
事
故
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
。

な
こ
と
が
五
回
も
あ
っ
た
よ
。

二
あの雨ﾔ
とにのり

そ
ん
一
一□

日
、
自
転
車
は
前
方
が
見
づ
ら
い

、
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
な
い
。

。
運
転
中
の
携
帯
電
話
も
危
な
い
。

み
ん
な
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
交

通
ル
ー
ル
。
し
っ
か
り
守
れ
ば
、
事
故

は
防
げ
る
の
に
。

　
　
】
若
い
子
が
ス
ピ
ー
ド
出
し
な
が
ら
オ
ー

一
一
　
　
バ
イ
を
運
転
し
て
い
る
。
あ
り
や
、

一
一
い

な
い
と
思
う
よ
。

べ
－
ｉ
”
”
”
”
一
白
＝
‐
１
１
‥
‥
－
’
‥
い
‐
い
‐
口
１
１
い
白
＝

　
　
名
だ
ね
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
一
番

工

作
゛
Ｊ
；
¨
ｔ
°

馴
一

こ
・
’
‐
‐
‐
ｉ
；
‐
‘
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＝
＝
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い
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い
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Ｉ
Ｉ
－
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ｌ
ｊ
＝

　
　
転
車
の
ラ
イ
ト
を
早
め
に
つ

二

公
。
ｊ
；
万
台

　
渡
だ
け
ど
事
故
防
止
に
な
り
書

］

4よ
　付
寄
り
の
か
た
の
事
故
が
多
い
。

、
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
つ
て
い

る
か
た

配
慮
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。



すま市民の皆さんからお寄せいただいた声を掲載し

９
　
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て

　
私
か
車
に
乗
っ
て
見
て
い
る
と
、
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
の
と
こ
ろ
に
空
き
缶
が
た
く

さ
ん
捨
て
て
あ
り
ま
す
。
特
に
最
近
、
県

道
岡
崎
環
状
線
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
見

ま
す
と
、
あ
の
中
に
空
き
缶
が
随
分
並
ん

で
い
ま
す
。
豊
橋
な
ど
へ
行
っ
た
と
き
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
中
に
「
ポ
イ
捨
て
禁

止
」
、
「
ご
み
は
捨
て
な
い
で
下
さ
い
」
と

い
う
よ
う
な
立
札
を
見
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

や
は
り
そ
う
い
う
啓
蒙
と
し
て
、
札
を
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
小
山
光
春
様
・
：
市
民
の
声
を
聴
く
会
）

９
市
民
が
利
用
し
や
す
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

　
私
は
市
役
所
が
作
成
し
て
い
る
各
種
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
集
め
て
フ
ァ
イ
ル
に
し

て
お
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
岡
崎
中
央
総
合
公
園
、
東
公

園
、
南
公
園
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ

い
て
も
別
々
に
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
市

に
お
い
て
こ
う
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も

う
少
し
ま
と
め
て
、
例
え
ば
、
交
通
関
係
、

観
光
関
係
、
そ
れ
か
ら
生
活
関
係
な
ど
に

分
類
し
て
作
っ
て
も
ら
え
ば
、
大
変
利
用

し
や
す
い
の
で
は
と
思
い
、
提
案
い
た
し

ま
す
。

　
（
鈴
木
　
登
様
…
市
民
の
声
を
聴
く
会
）

９
職
員
の
電
話
応
対
に
つ
い
て

　
以
前
、
私
が
市
へ
い
ろ
い
ろ
な
問
題
な

ど
で
電
話
し
て
、
こ
ち
ら
が
名
乗
っ
て
も
、

市
の
職
員
の
方
は
名
乗
ら
れ
な
い
こ
と
が

多
か
っ
た
。

　
親
切
・
さ
わ
や
か
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
か

で
、
今
は
少
し
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う

だ
が
、
ま
だ
ま
だ
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
う
。

　
こ
ち
ら
が
名
乗
っ
て
い
な
い
な
ら
と
も

か
く
、
最
初
に
名
乗
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
は
応
対
と
し
て
、
礼
儀
と
し
て
、

「
何
々
課
の
誰
で
す
」
と
い
う
こ
と
を
言

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ぜ
ひ

徹
底
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
丸
井
　
豊
様
・
：
市
民
の
声
を
聴
く
会
）

｜

｜

Ｑ
エ
コ
シ
ー
ル
制
度
に
つ
い
て

　
1
0
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
エ
コ
シ
ー
ル
制

度
」
と
っ
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
た

ま
た
ま
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
し
た
と
き

に
レ
ジ
で
エ
コ
シ
ー
ル
を
も
ら
っ
て
、
初

め
て
知
っ
た
の
で
す
が
、
市
政
だ
よ
り
を

見
て
、
加
盟
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
が
広
が
る
の

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
始
め
は
景
品
目
当
て
で
フ
ン
ー
ル
を
集

め
て
み
よ
う
か
な
」
と
い
う
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
環

境
問
題
に
心
が
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
い

で
す
。

　
　
　
　
　
（
瀬
尾
陽
子
様
…
Ｅ
メ
ー
ル
）

　
｀
　
　
消
費
生
活
に
関
す
る

９
　

勉
強
会
の
開
催
を

　
　
私
は
医
療
事
務
の
資
格
を
取
ろ
う
と
申

し
込
ん
だ
教
材
が
気
に
入
ら
ず
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
を
し
ま
し
た
。
今
ま
で
こ
ん
な
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

の
仕
方
が
分
ら
ず
困
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
西
三
河
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

も
行
き
ま
し
た
。
今
回
の
こ
と
で
私
は
も

っ
と
消
費
者
は
賢
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
市
で
も
法
律
的
な
も
の
を
勉
強
す
る
機

会
を
設
け
て
欲
し
い
で
す
。
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
、
学
校
で
も
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う

に
勉
強
さ
せ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
・
：
は
が
き
）

Ｑ
こ
ど
も
の
家
の
充
実
に
つ
い
て

　
学
校
が
週
休
二
日
に
な
り
、
児
童
の
自

由
時
問
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
留
守
家

庭
対
策
と
し
て
「
こ
ど
も
の
家
」
の
施
設

を
充
実
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
土
曜
日
に

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
ほ
し
い
。

（
男
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様

　
　
　
　
　
　
　
…
市
民
の
声
を
聴
く
会
）

w-^ WE こ暮i・/M？^●.TjlXia

岡崎市役所　教えてくれません課

　　　　　お電話はこちら

S 0564-23-6666
　　　　　23-6661

　お手紙はこちら

〒444-8601岡崎市十王町2丁目9番地

　　　　Eメールはこちら

mail@city.okazaki.aichi.jp
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　Our hometown history

禰沸静

　Our　hometown　history

/－＿ご　ｊ
-　　一一

-

／
　
て

--

第８回

　ｒ、『

／’‘　Ｊ’

渡ヤ

と，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
i
l
か

　
近
世
以
前
の
矢
作
川
の
渡
河
地
は
、
岡

崎
市
域
で
は
三
ヵ
所
あ
っ
た
。
最
も
古
い

の
が
北
野
町
・
大
門
町
間
で
、
奈
良
時
代

か
ら
平
安
時
代
初
期
こ
ろ
ま
で
の
渡
し
場

で
あ
る
。
大
門
町
に
は
か
つ
て
、
野
越
、

宮
ノ
越
、
船
橋
と
い
っ
た
渡
し
場
を
連
想

さ
せ
る
字
名
が
あ
っ
た
。
そ
の
の
ち
官
営

の
渡
し
場
は
、
矢
作
町
と
八
帖
町
を
結
ぶ

現
在
の
矢
作
橋
ル
ー
ト
と
、
渡
町
・
六
名

町
間
の
ル
ー
ト
へ
と
移
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
最
も
繁
栄
し
た
の
が
渡
町
で

あ
る
。
渡
町
は
「
渡
り
の
地
」
が
そ
の
ま

ま
地
名
と
な
っ
た
も
の
で
、
平
安
時
代
よ

り
東
西
交
通
の
渡
し
場
で
あ
り
、
川
船
に

よ
る
物
資
運
搬
の
中
継
地
で
も
あ
っ
た
。

現
在
も
渡
町
に
は
、
能
光
、
能
光
前
、
薬

師
畔
、
市
場
の
字
名
が
残
る
。
地
名
か
ら

か
つ
て
の
渡
町
を
想
像
し
て
み
る
と
、
能

光
寺
や
薬
師
寺
と
い
っ
た
人
寺
が
翌
を
並

べ
、
市
場
に
は
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
、

賑
や
か
な
湊
町
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
中

世
に
こ
の
渡
を
支
配
し
た
の
が
鳥
居
氏
で

あ
る
。
松
平
清
康
・
広
忠
・
家
康
の
三
代

を
支
え
た
鳥
居
氏
は
、
も
と
は
「
ワ
タ
リ
」

で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。
ワ
タ
リ

と
は
「
川
の
民
」
の
こ
と
で
、
東
日
本
で

は
「
ワ
タ
リ
」
、
西
日
本
で
は
「
川
並
衆
」

と
呼
ぶ
。
彼
ら
は
渡
船
に
従
事
し
、
物
資

を
運
搬
・
売
買
す
る
商
人
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
木
材
を
山
か
ら
流
し
、
川
漁
を
し
、

と

゛●

り

い

鳥

居

氏。

職
時
に
は
武
装
集
団
と
も
な
っ
た
。
農
民

で
も
武
Ｌ
で
も
な
い
、
中
世
社
会
に
出
現

し
た
マ
ル
チ
な
職
能
集
団
と
い
え
よ
う
。

蜂
須
賀
小
六
な
ど
は
、
そ
の
典
型
的
な
人

物
で
あ
る
。
鳥
居
氏
も
川
の
民
と
し
て
こ

の
地
に
移
り
住
み
、
勢
力
を
仲
ば
し
て
い

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
鳥
居
家
の
家
伝
に
よ

れ
ば
、
紀
州
熊
野
よ
り
移
住
し
、
「
渡
里
」
、

「
渡
利
」
（
わ
た
り
）
を
名
字
と
し
て
い
る
。

渡
里
・
渡
利
は
「
と
り
」
と
も
読
み
、
こ

れ
が
「
と
り
い
（
鳥
居
）
」
へ
と
変
化
し

て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
渡
城
跡
の
石
碑
が
渡
町
字
東
浦

の
長
島
家
の
崖
敷
に
残
る
。
長
島
家
は
西

隣
の
鳥
居
家
の
分
家
で
、
両
家
の
敷
地
が

渡
城
の
屋
敷
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

に
立
つ
と
、
東
が
矢
作
川
、
叫
に
は
広
々

と
し
た
低
地
を
見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

か
つ
て
は
東
西
を
川
に
囲
ま
れ
た
土
地
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
鳥
居
氏
を
は
じ
め
と

す
る
川
の
民
は
、
高
い
堤
を
築
き
輪
中
を

形
成
し
、
水
と
戦
い
、
あ
る
時
は
川
を
利

用
し
な
が
ら
、
何
百
年
と
い
う
長
い
間
こ

こ
で
暮
ら
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
忍

耐
力
と
川
の
恵
み
で
財
力
を
築
き
、
広
忠
・

家
康
を
財
政
面
か
ら
支
え
た
の
で
あ
る
。

長
嶋
家
の
当
主
忠
雄
氏
を
お
訪
ね
し
た
。

忠
雄
氏
の
温
厚
で
誠
実
な
人
柄
に
、
三
河

武
士
の
姿
を
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　
　
（
岡
崎
地
方
史
研
究
会
　
嶋
村
　
博
）

‾

「
｜

このコーナーでは、料理・

ペット・植物・骨とうな

ど、各ご家庭自慢の写真

を募集しています。コメ

ントをそえて、ご応募く

ださい（あて先は左のク

イズと同じです）。

岩月直美さん（矢作町）

カゴとツルでコンテナを作り、寄せ植えを作りました。

濃い緑から黄緑までの葉モクがメイン。

みずみずしくて素m.でしょ。

○問題

　ごみの新分別と指定

　袋制が始まるのは何

　月何日でしょう？

　　(12月28日必着)

応募方法／はがきに｢答｣

と住所、氏名、年齢、職業、

感想などを明記のうえ、〒

444…8601　岡崎市役所

広報課広報班まで。はがき

は一人一葉とし、正解者の

中から５人のかたに図書券

を贈呈。

　10月１日号の応募総数は

no人で、抽選の結果岡田

英子(細川町)、永尾山美

子(板屋町)、中山瞭(若松

東)、坂井恭子(竜美新町)、

山下明日香(鴨田町)の皆

さんに図書券を送ります。

　10月１日号の答：８工程

固市政だよりおかざき2001年(平成13年)12月1日
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小
学
生
と
家
族
の

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

▼
日
時
／
１
月
５
日
～
３
月
3
0
‐
の
各
土
曜
Ｈ

　
午
後
１
時
～
３
時
（
全
‥
１
１
同
）
▼
場
所
／
岡

崎
中
央
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象
…
…
ｙ
市

内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小
学
生
と
そ
の
家
族
（
中

学
生
も
可
）
▼
参
加
料
／
八
千
八
百
円
（
家
族

は
四
千
四
百
円
）
▼
申
込
期
限
ノ
ロ
ー
月
2
0
口
困

▼
申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
参
加

さ
れ
る
全
員
の
か
た
の
氏
名
③
学
校
名
・
学
年

④
保
護
者
氏
名
⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
帽

：
■
　
0
8
5
4
　
市
内
六
名
木
町
七
番
地
　
市
体

育
協
会
「
小
学
生
と
家
族
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教

室
」
係
へ
。
▼
問
い
合
わ
せ
先
／
ソ
フ
ト
テ
ニ

　
　
　
一
　
　
　
・
・
　
・
　
　
　
　
　
・

Ｔ
一
　
‐
‘
一
　
〇
　
　
Ｎ

ス
協
会
　
守
住
宅
：
＜
2
3
・
0
2
8
3

市
体
育
協
会
：
＜
5
3
・
７
6
４
4

　
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

▼
日
時
／
１
月
持
一
口
～
３
月
2
3
ロ
の
第
２
・
４

土
曜
日
　
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
（
全
６

同
）
▼
場
所
／
岡
崎
信
川
金
庫
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
中
学
生
▼

参
加
料
／
四
千
二
百
円
▼
申
込
期
限
／
1
2
月
2
0

‐
困
▼
申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②

氏
名
③
学
校
配
‥
・
学
年
④
保
護
者
氏
配
‥
⑤
電
話

番
‥
ゲ
を
記
入
し
、
〒
4
4
4
…
0
8
5
4
　
市
内
六

々
Ｊ
‥
本
町
七
番
地
　
市
体
育
協
会
「
中
学
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
教
室
」
係
へ
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
ｃ
＜
2
3
・
0
2
8
3

　
第
1
9
回
岡
崎
市
居
合
道
大
会

▼
日
時
／
1
2
月
1
6
日
㈲
　
午
前
1
0
時
開
会
式
▼

場
所
丿
／
岡
崎
中
央
総
合
公
園
　
第
１
錬
成
道
場

１市
体
育
協
会
：
＜
5
3
・
７
6
4
4

第
１
８
回
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

芸
能
祭
カ
ラ
オ
ケ
出
場
者
募
集

　
平
成
1
4
年
３
月
３
日
前
に
市
民
会
館
ホ
ー
ル

で
開
催
す
る
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸
能
祭
の
カ

ラ
オ
ケ
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
／
①
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

の
か
た
②
前
回
出
場
者
は
不
可
。
▼
募
集
人
員

ｔ

／
1
5
人
（
カ
ラ
オ
ケ
テ
ー
プ
に
よ
り
、
審
査
、

選
考
し
ま
す
）
▼
審
査
申
込
料
／
ｙ
・
ア
ー
ブ
ー
本

　
（
１
曲
）
に
つ
き
千
円
▼
申
込
方
法
ノ
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
（
福
祉
会
館
１
階
）
へ
、
カ

ラ
オ
ケ
テ
ー
プ
（
Ｉ
コ
ー
ラ
ス
吹
き
込
ん
だ
も

の
。
返
却
し
ま
せ
ん
）
と
審
査
申
込
料
を
持
参

し
、
事
務
局
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
提
出
。
▼
申
込
期
限
ノ
1
2
月
1
4
ロ
倒

～
来
年
１
月
1
8
口
吻
▼
そ
の
他
ノ
選
出
さ
れ
た

場
合
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸
能
祭
協
賛
金
が
別
途

必
要
と
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
ｃ
＜
2
3
・
8
7
0
5

　
楽
し
も
う
！
凧
あ
げ
・
も
ち
つ
き
。

　
大
型
カ
ル
タ
取
り

▼
日
時
／
１
月
2
6
日
剛
　
午
前
９
時
3
0
分
～
午

後
４
時
▼
場
所
／
県
青
年
の
家
（
美
合
町
）
▼

内
容
／
午
前
・
：
親
子
で
凧
作
り
と
も
ち
つ
き
を

し
て
、
も
ち
料
理
の
昼
食
。
午
後
…
凧
あ
げ
と

大
型
カ
ル
タ
取
り
人
会
。
▼
対
象
／
小
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
▼
募
集
人
員
／
5
0
人
（
約
1
5
家

族
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
料

　
ｙ
二
人
八
百
円
（
昼
食
代
な
ど
込
み
）
▼
申
込

期
間
ノ
1
2
月
９
Ｈ
闘
～
2
3
日
励
▼
申
込
方
法
／

往
復
は
が
き
に
、
申
込
者
全
員
の
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
氏
■
:
？
？
④
年
齢
（
小
中
学
生
は
学
年
）

⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
、
返
信
は
が
き
に
も
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
、
〒
4
4
4
…

0
8
0
2
　
市
内
美
合
町
並
松
一
番
地
二
　
愛

知
県
青
年
の
家
へ
。
※
　
詳
し
い
要
項
は
県
青

ヤペ

Ｉ
ノ伊

年
の
家
、
各
小
中
学
校
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
（
シ
ビ
コ
３
階
に
あ
り
ま
す
。
）

愛
知
県
青
年
の
家
：
＜
5
1
・
2
1
2
3

平
成
1
4
年

岡
崎
市
新
成
人
を
祝
う
会

至名古旋

　　－

至稲熊町

　　－

至些橋

▼
日
時
／
１
月
1
4
口
鮒
　
受
付
＝
午
前
９
時
3
0

分
～
、
開
始
＝
午
前
1
0
時
～
▼
場
所
／
中
央
総

合
公
園
体
育
館
▼
対
象
者
／
昭
和
5
6
年
４
月
２

市政だよりおかざき2001年(平成13年)12月1日匝|
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日
か
ら
昭
和
5
7
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

か
た
▼
そ
の
他
／
当
日
会
場
へ
新
成
人
を
祝
う

会
案
内
状
（
1
2
月
中
旬
発
送
予
定
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
案
内
状
は
平
成
1
3
年
1
2
月
１
日
現

在
で
岡
崎
市
の
住
民
基
本
台
帳
な
ど
に
登
録
さ

れ
て
い
る
か
た
へ
郵
送
し
ま
す
。

－
－
　
―
　
　
　
　
　
―
―
―
　
ｉ
―
1
1
1
1

－
‐
府
熹
（
名
鉄
東
岡
崎
駅
発
）
⑧
番
ホ
ー
ム
…
午

前
９
時
・
午
前
９
時
3
0
分
発
、
海
佐
（
野
球
場

東
側
発
東
岡
崎
駅
行
）
…
午
後
零
時
2
0
分
・
午

後
１
時
発

※
　
臨
時
バ
ス
は
、
途
中
康
生
町
、
飽
田
公
園

前
、
中
伝
馬
に
停
車
し
ま
す
。

送
迎
の
か
た

　
当
‐
は
、
道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

青
少
年
女
性
課
青
少
年
班
ｃ
＜
＾
2
3
・
6
2
2
1

　
奥
殿
陣
屋
の
催
し

一
陣
屋
恒
例
１
・
　
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
　
」

　
心
あ
た
た
ま
る
電
飾
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
／
ｙ
‘
ロ
ー
月
1
4
日
吻
～
2
4
ロ
㈹
　
午
後
５
時

3
0
分
～
1
0
時
3
0
分
（
1
2
月
2
1
口
吻
か
ら
は
夜
店

も
行
い
ま
す
）

｜

　
1
2
月
１
日
倒
か
ら
奥
殿
陣
屋
金
鳳
亭
で
は
、

冬
メ
ニ
ュ
ー
「
五
目
釜
飯
」
が
味
わ
え
ま
す
。

▼
期
間
ノ
抑
一
月
１
日
出
～
来
年
４
月
中
旬
▼
営

業
時
間
…
…
…
午
前
‥
Ｈ
時
～
午
後
２
時
3
0
分
▼
内
容

ｙ
ｙ
‘
鶏
肉
・
人
参
・
椎
茸
・
ご
ぽ
う
・
ナ
ル
ト
ー

コ
ン
ニ
ャ
ク
・
油
揚
げ
の
入
っ
た
五
目
釜
飯
、

お
吸
い
物
、
あ
り
ま
煮
（
鮎
）
、
煮
物
、
酢
和

え
、
練
製
品
、
果
物
の
六
品
。
▼
価
格
丿
千
円

※
　
1
0
人
以
上
の
団
体
は
、
電
話
予
約
も
で
き

ま
す
。
1
2
月
の
骨
と
う
市

　
大
正
、
昭
和
の
昔
懐
か
し
い
生
活
川
具
を
中

心
と
し
た
骨
と
う
市
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
1
2
月
1
6
日
間
　
午
前
９
時
3
0
分
～
午

後
３
時
（
雨
天
中
止
）

奥
殿
陣
屋
２
一
如
・
７
2
3
0

　
ク
リ
ス
マ
ス
ー

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
」

　
好
評
発
売
中
Ｈ

　
ま
な
・
か
な
ち
ゃ
ん
と
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
か

ら
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
と
の
楽
し
い
共
演
。
心
温

ま
る
本
物
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
、

だ
さ
い
。

Wノ

ぜ
ひ
ご
覧
く

?J

▼
日
時
／
1
2
月
2
3
日
励
　
①
午
前
1
1
時
～
　
・

午
後
３
時
～
（
２
回
公
演
）
▼
会
場
／
岡
崎
・

央
総
合
公
園
内
武
道
館
▼
キ
ャ
ス
ト
ノ
三
倉

奈
・
佳
奈
（
ハ
イ
ジ
役
）
と
オ
ー
デ
ィ
シ
ヨ

で
選
ば
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
ほ
か
▼
入
場
料

ン茉中②

前
売
り
・
：
小
人
（
中
学
生
以
下
）
＝
二
千
円
、

大
人
九
．
千
五
百
円
（
全
席
自
由
）
、
当
口
＝

そ
れ
ぞ
れ
五
百
円
増
し
▼
前
売
発
売
締
切
日
／

1
2
月
Ｃ
Ｍ
口
吻
　
※
　
予
定
席
数
に
達
し
た
場
合

は
、
そ
の
時
点
で
締
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、
岡
崎
中
央
総
合
公
園
総

合
体
育
館
事
務
所
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
2
0
5

2
◆
３
２
０
◆
9
9
9
9
）
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
各

店
、
富
士
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
岡
崎
グ
ラ
ン
ド
劇

場
、
フ
カ
ヤ
の
店
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。

岡
崎
中
央
総
合
公
園
運
営
管
理
協
会

2
2
5
・
7
8
8
7

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

　
予
備
講
習
会

に
危
険
物
取
扱
庸
試
験
　
　
　
　
　
　
　
　
」

―
　
・
－
　
　
1
1
1
1

▼
試
験
日
／
…
…
１
月
2
7
口
㈲
▼
会
場
／
名
古
屋
市

熱
田
区
名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校
▼
試
験
の
種

類
．
ｙ
／
甲
種
、
乙
種
第
４
類
・
６
類
及
び
丙
種
▼

受
付
期
間
／
1
2
月
1
7
‐
側
～
2
1
口
倒
▼
受
験
願

書
／
消
防
本
部
予
防
課
、
消
防
署
各
１
　
所
、
西

三
河
事
務
所
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
シ

ビ
コ
３
階
）
に
あ
り
ま
す
。

　
予
備
講
習
会

▼
日
時
＼
｡
　
　
t
―
≪
月
<
M
日
山
　
午
前
９
時
▼
場
所
／

福
祉
会
館
６
階
大
会
議
室
▼
募
集
人
員
／
2
0
0
人

▼
受
講
料
／
四
千
円
▼
申
込
方
法
／
受
講
料
を

添
え
て
あ
ら
か
じ
め
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は

消
防
署
各
署
所
へ
。

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
班
：
＜
2
1
・
9
8
6
3

ドヅTi
一

一

-
世帯数

-

172.257人
(172,041人）216人増

足駄 222人増

343,588人

(343,150人)
438人増

122,868世帯
(122,578世帯)

290世帯増

｢顎沃t訂司

　11月1日号｢岡崎の人口｣の男女人数･計､世帯数が9
月1日現在と同じ数字になっていました。
( 　内が10月IB現在の正しい数値です。

　　　　　　11月１日現在の

　　　福祉機器リサイクル事業

　　　　　　　登録状況

区分 譲りたい人 必要な人

車いす
--
　　5件 13件

電動車いす 2件 O件

手動ベッド

電動ベッド

3件

5件

O件

7件

※福祉機器を「譲りたい人］「必要な人」

　は登録してください。

※費用は有料の場合もあります。

　　地域福祉サービスセンター

　　　　　　223-8938

　　　　　－－
　　　　　　10月末現在の
　・　岡崎市内の交通事故状況
し氷≒二ｒこで二ぷ忿二､,､－……｡jjlE.･･

-

平成13年
-

平成12年
-

比較

人身
事故

件数

　死傷者
¬
死者｜負傷者ヨ　計
-

17人；2,653人2.670人2.235件

2,171件 22人2､511人2.533人

十64件 －5人十142人＋137人

注:死行数は､％皿発坤から24時川以内に死亡した人です。

‾献血にご協力ください‾

　　岡崎地区献血推進協議会事務局

　　　　社会福祉課障害援護班

　　　　　s 23-6145

ij^ーｰs週

月･E(曜) 時　同 鳩　所
-

12月7日面
9:00～11:00 あいち'―'/"I農業協同組合本店

13:00～15:00 スーパーマツバラ

フ->'マート岡崎店12月m日m 10:00～15:00

i2月i9日吻 10:00～15:00 ユーストア洞is

12月20日哨 10:00～15:00 ユーストア上和田店

12月25日叫 TO:00～15:00 ふれあいドーム

12月26日湘 10:00～15:00 ナフコ･News(不吹町)

●すすめぶう生命トのち)の広がり彊血で●

　　　　　　|随I｢|卜1丿卜II‥㈹¨,乙－

岡崎献血ルーム(シビコ5階S25・6844)

受付時間10:00～13:00、14:00～17:45

(成分献血は10:00～12:00、14:00～17:00)

休日毎週木曜日

囮市政だよりおかざき2001年(平成13年)12月1日



分
子
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
会

「
な
ぜ
鏡
の
中
で
は
左
右
が

　
　
　
　
反
対
に
見
え
る
の
か
」

▼
日
時
／
ｐ
一
月
1
9
日
南
　
午
後
４
時
～
５
時
▼

場
所
／
岡
崎
国
立
共
同
研
究
機
構
　
岡
崎
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
（
岡
崎
高
校

北
）
▼
講
師
／
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系

研
究
科
助
教
授
　
高
野
陽
太
郎
氏
▼
内
容
／
講

師
が
提
案
し
た
多
重
プ
ロ
セ
ス
理
論
に
よ
っ
て

鏡
映
反
転
が
な
ぜ
起
こ
る
の
か
を
説
明
▼
入
場

料
…
…
鉦
一
料
▼
そ
の
他
／
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
″
Ｊ
鉄
東
岡
崎
駅
下
車
徒
歩
1
5
分
、
名
鉄
バ
ス

岡
崎
南
線
「
岡
崎
高
校
前
」
下
車
徒
歩
１
分
）

※
　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｙ
／
w

ｖ
ｖ
^
w
.

i
i
n
ｓ
.
ａ
ｃ
.
ｊ
ｐ
／
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
／
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
ｊ
.
ｈ
ｔ
m
I
）
を
ご
比
く

だ
さ
い
。

岡
崎
国
立
共
同
研
究
機
構
総
務
部
庶
務
課

2
5
5
◆
７
1
1
4

　
子
育
て
講
座
の
お
知
ら
せ

▼
日
時
　
１
月
2
3
日
南
　
午
前
1
0
時
～
Ｈ
時
3
0

分
▼
場
所
ノ
＃
ｍ
学
区
市
民
ホ
ー
ム
▼
内
容
／

親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
▼
講
師
…
…
…
口
本
３
Ｂ
体
操

協
会
　
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
　
兵
藤
ゆ
き

よ
氏
▼
募
集
人
員
ノ
5
0
人
▼
受
講
料
…
…
…
植
一
料
▼

申
込
方
法
／
ｙ
電
話
で
直
接
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
。
▼
申
込
期
限
／
1
2
月
2
1
日
脂
▼
そ
の
他

∠
動
き
や
す
い
服
装
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
１
：
＜
2
6
・
0
7
0
6

　
冬
季
企
画
展

　
ボ
ッ
ク
ス
ー
ア
ー
ト
展

　
　
～
作
家
た
ち
の
お
も
ち
や
箱
～

　
子
ど
も
た
ち
が
大
切
な
も
の
を
秘
密
に
し
ま

っ
て
お
く
箱
。
自
分
だ
け
の
特
別
な
宝
物
で
あ

る
箱
は
、
現
代
の
芸
術
家
た
ち
を
魅
了
し
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
ボ
ッ
ク
ス
ー
ア
ー
ト
の
先
駆
者

マ
ル
セ
ル
ー
デ
ュ
シ
ヤ
ン
、
ジ
ョ
ゼ
フ
ー
コ
ー

ネ
ル
、
ヨ
ー
ゼ
フ
ー
ボ
イ
ス
な
ど
巨
匠
た
ち
の

代
表
作
や
、
加
納
光
於
、
草
間
弥
生
な
ど
国
内

一
流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
大
作
な
ど
、
約
7
0
点
を

一
挙
に
公
開
し
ま
す
。

▼
期
間
ノ
1
2
月
1
8
日
㈹
～
来
年
３
月
1
0
日
㈲
▼

開
館
時
間
ノ
午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0
分
（
入

館
は
午
後
４
時
ま
で
）
▼
場
所
ノ
／
お
か
ざ
き
世

界
子
ど
も
美
術
博
物
館
▼
入
館
料
／
大
人
（
高

校
生
以
上
）
＝
二
百
円
、
小
中
学
生
百
円
▼
休

館
日
…
…
毎
週
月
曜
日
Ｖ
　
t
―
t
月
2
4
日
馳
・
１
月
1
4

日
聡
・
２
月
1
1
1
1
一
口
聡
は
開
館
、
１
月
1
5
口
吻
・

２
月
1
2
日
㈹
は
休
館
）

サ
ン
デ
ー
　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド

　
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
…
1
2
月
2
3
日
聡
、
フ
ォ
ル

ク
ロ
ー
レ
・
：
１
月
６
日
㈲
、
デ
ィ
ジ
ュ
リ
ド
ゥ

3 11聞１　Ｅ

日日　｀月１

ふ.1　♂●~_ﾐゝ　　　-=　●●

あ
り
・

ま前座ア27 月
1
3
日
剛
、
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ェ
ス
タ
ン
…

日
㈲
、
ワ
ン
マ
ン
バ
ン
ド
・
：
２
月
1
0
日

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
…
２
月

、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
：
３
月

　
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
変
虹
さ
れ
る
場
合
が

す
）

共
通
事
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
―

▼
時
間
／
各
公
演
と
も
午
前
1
1
時
と
午
後
２
時

か
ら
の
２
回
▼
場
所
／
お
か
ざ
き
世
界
７
　
ど
も

美
術
博
物
館
正
面
ロ
ビ
ー
▼
そ
の
他
☆
聴
講
無

｜

｜

桑谷山荘のもよおし

　「元旦甘酒」プレゼント！

　年の始めは眺望豊かな桑谷山荘（展望台）で初日の出を楽

しみませんか。先着200人に甘酒をサービスします！

●実施期間／I月1 Eﾖ扮　午前フ時～

　「七草がゆ」で無病息災を! (izl迎バスあD、本宿駅発）

　春の七草を調理した「七草がゆ膳」をご賞味ください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要予約）。

・実施日／１月６日（日）・フ日（月）

１時間／午前ll時～午後２時

蜀料金／800円（税別）・紅白もち付き

‐特典／昼食利用者は展望風呂無料！

　ご存じですか？桑谷山荘の各種プラン！

　「会席料理と飲み放題 I忘・新年会に！

　I宿泊会議パックj各種研修などに！

　Iとくとく納得プラン」ご友人などとご昼食に！

　詳しくは、桑谷山荘までお問い合わせください。

　　　　　　　　　国民宿舎桑谷山荘a48 ・2855

　クリスマスディナーバイキング

　ちょっと早めのクリスマスをご家族、ご友人と楽しみませ

んか。(要予約)

■日時／＼2月16日(日)午後e時～8時

■料金／大人＝3,500円、小学生以下＝1,200円(サービ

ス料、税込)

●内容／岡崎フィルメンバーによる生演奏をききながら、和

洋中多種類の料理、各種飲物ケーキなどのバイキング。

■無料送迎バス運行／束岡崎駅南口発…午後５時→本宿駅経

由(午後５時40分ごろ)、山荘発…午後8時10分

■申込方法／^^月８日(土)午前９時から電話で受付け(先

着100人)

　柚子湯で風邪予防

　12月22日(士)は冬至です。山荘で柚子湯に入って風邪を

予防しましょう。

・期間／12月17日(月)～23日喫

■入浴時間／休憩…午前n時～午後3時、宿泊…午後4時

～lO時30分、午前6時30分～9時

　｢長命そば｣で年越しを！

　沖縄(与那国島)から直送の長命草入りです(桑谷山荘直販)。

■実施期間　12月26日伽～31日(月)

皿時間／午前11時30分～午後１時30分

■料金／700円(税別)・そばかりんと付き

市政だよりおかざき2001年(平成13年)12月1日囮



料
（
入
館
料
は
必
要
）

地
域
文
化
広
場
ｃ
＜
5
3
・

3
5
1
1

新
米
コ
ッ
ク
ー
お
と
こ
の
料
理
教
室

～
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
な
い

　
　
お
惣
菜
を
作
ろ
う
！
～

▼
日
時
イ
平
成
1
4
年
１
月
2
0
・
2
7
日
、
２
月
３
・

1
7
・
2
4
H
（
い
ず
れ
も
日
曜
‐
、
訃

午
前
1
0
時
～
正
午
▼
場
所
．
働
く
婦
人
・

賀
新
町
一
〇
番
地
～
）
▼
内
容
ノ
調
理
の
苓

と
、
素
材
を
生
か
し
た
家
庭
料
理
▼
講
師
上

瀬
輝
美
氏
▼
対
象
．
ｙ
ｙ
巾
内
在
住
ま
た
は
在
勤

男
性
で
全
日
程
参
加
可
能
な
か
た
（
学
生
は
Ｉ

く
）
▼
募
集
人
員
／
3
6
人
（
定
員
を
超
え
た

合
は
抽
選
。
た
だ
し
、
前
回
受
講
し
て
い
な

か
た
を
優
先
）
　
Ｖ
教
材
費
…
…
一
一
一
千
円
▼
用
意
・

る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
（
２
枚
）
’
　
　
:

記
川
具
、
カ
メ
ラ
（
完
成
し
た
料
理
を
撮
彫

ぞT. 2 r’』し｀!’一ヽ心゛ii’ll人計
を枚▼て超学は講理会".
搬一用９え生在師’）髭 5

影　｀意なたは勤／基．．こ

一筆すい場除の広礎伊　｀

ｙ
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
教
室
配
‥
②
住

所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
年
齢
⑤
電
話
番
号

⑥
職
業
（
返
信
川
は
が
き
に
も
住
所
・
氏
名
・

郵
便
番
号
）
を
記
入
し
て
、
〒
桐
…
8
6
0
1

　
市
役
所
青
少
年
女
性
課
女
性
班
へ
。
▼
申
込

期
限
一
1
2
月
2
0
日
附
（
必
着
）

青
少
年

女性
課

女
性

班
２
23

●６

２
２
２

月　日 内　　容

１月20日
｢簡単眉引すぐできる丼メニユづ｣
いわしの蒲焼丼豚汁
青菜のピーナッツ和え
-　一一
｢勲々饅頭を食卓に！｣
肉まんあんまんけんちん汁

１月27日

２月３日 ｢冬の句のものを料理しよう日
菜飯ぶりの鍋照り焼き味噌汁きんぴらごぼう

｢昔懐かしい昧を！｣

カレーライス海草サラダ
オレンジゼリー

２月17日

２月24日
「酒の肴はおまかせ！」　　｜
五目卵焼き辛子酢味噌

鶏の唐揚げたこご飯
大根の梅酢漬け　　　　　｜

さ
わ
や
か
交
流
館

家
事
介
護
・
パ
ソ
コ
ン
・
樹
木
剪
定

研
修
受
講
生
募
集

ｒ驚容内教材費など募集人員

12刷8日|

｀
の
・

プロ，

●　■ Aｇ
‘
賢

一一一　　　-一一家事介護に関する基礎的知

の修得を目的に、厚生労働=

問介護員養成研修事業（3;

5Q時間）に準拠して、家;

関する概論（講義）から実|

福祉施設で実習を行います、

3.000円20人

　　　　日　　　　　　程

１月17日木～2月19日(火)
　(実習２月14日(木))
毎週火・木曜日　全10回
講義　午前10時～午後４時
実習　午前8時30分～午後5時

場
.凸、

3jk研　修　名

川
か
館

　
や
し

　
わ
流

細
さ
交

家事介護研修

　（訪問介護員

３級課程「

初心者のかたを対象に、ワーl
インターネットや電子メールフ
基礎知識を修得する入門コース3.000円

゜
Ａ
人

前
後
部
2
0

午
午
の
各

１月10日俐～２月15日商

毎週月・火・木・余曜日　全20回
午前の部　10時～正午

午後の部　1B､30分～３時30分夜の部　　6 BI130分～8 時30分

　作　南

わやか

　流　館

矢
さ
交

パソコン研修

樹木剪定の基礎知識についての講義

や、低木・生け垣などの剪定方法を
実習を通して修得する初級編です。

2.000円
各会場
20人

１月24日團～２月28日俐
毎週月・木曜日　全10回
午前９時30分～11時30分

　　根

わやか

　流　館

羽
さ
交

１月24日俐～２月28日俐

＝ゝrt°●F=゙ 9　　●〃●●－　　　大　二皿--

▼
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
令
日
程
参

加
吋
能
な
か
た
▼
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に

①
研
修
配
‥
②
会
場
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
郵

便
番
廿
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
性
別
⑧
年
齢
（
パ

ソ
コ
ン
研
修
に
つ
い
て
は
、
午
前
・
午
後
・
夜

の
希
望
）
を
記
入
し
、
〒
4
4
4
…
8
6
0
1
　
市

役
所
青
少
年
女
性
課
女
性
班
へ
。

青
少
年
女
性
課
女
性
班
ｃ
＜
2
3
・
6
2
2
2

　
パ
ソ
コ
ン
で
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
。

　
年
賀
状
を
作
成
体
験
し
よ
う
！

　
市
役
所
南
隣
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
で
は
、
冬
休
み
を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち
に
、

パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
簡
単
な
操
作
で

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や
年
賀
状
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

印
刷
体
験
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ゲ
ー
ム
感
覚

で
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
習
得
で
き
る
新
し
い
ソ
フ

ト
も
収
り
そ
ろ
え
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
利
用
期
間
ノ
1
2
月
３
Ｈ
卯
～
2
7
口
俐
（
第
３

土
・
日
曜
日
及
び
2
4
日
㈱
は
休
館
）
▼
参
加
料

ノ
無
料
（
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
、
年
賀
状
作
成

毎週月・木曜日　全10回
午後１時30分～3時30分

六ッ美中部
さわやか
交　流　館

樹木剪定研修
　(初級編)

体
験
で
必
要
な
は
が
き
な
ど
は
各
自
持
参
。

則
と
し
て
、
は
が
き
な
ど
の
印
刷
は
１
人
即

ま
で
）
▼
利
用
時
間
ノ
午
前
９
時
～
午
後
７

　
（
ト
い
・
‐
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

Ｉ
Ｔ
推
進
課
シ
ス
テ
ム
開
発
班

2
2
3
・
6
７
9
2

時枚原

職
業
能
力
向
上
の
た
め
の

　
「
‐
Ｔ
学
習
」
講
座
第
４
期
生

　
（
１
月
～
３
月
）
受
講
生
募
集

▼
実
施
場
所
／
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
羽
根
町
）
▼
応
募
資
格
／
求
職
者
▼
受
講
料

／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
を
含
む
）
▼
開
講
コ
ー
ス

／
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
か
た
①
パ
ソ
コ

ン
入
門
コ
ー
ス
、
簡
単
な
日
本
語
入
力
が
で
き

る
か
た
②
ワ
ー
ド
基
礎
コ
ー
ス
③
エ
ク
セ
ル
基

礎
コ
ー
ス
④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
コ
ー
ス
▼

時
間
／
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
午
前
９
時
～
午
後

４
時
▼
内
容
／
一
日
に
６
時
間
の
授
業
を
３
日

間
（
全
1
8
時
問
）
行
う
。
▼
募
集
人
員
／
各
コ

ー
ス
と
も
毎
回
2
0
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に
①
郵
便

番
号
②
住
所
③
氏
名
④
生
年
月
口
⑤
性
別
⑥
電

話
番
号
⑦
希
望
コ
ー
ス
⑧
受
講
希
望
日
程
（
第

２
希
望
ま
で
）
を
記
入
し
、
返
信
面
に
も
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
人
し
て
、
〒
4
4
4
…
0

8
1
1
4
　
市
内
羽
根
町
字
小
立
坂
。
一
七
番
地

三
　
岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
。
▼
申

込
期
限
。
／
1
2
月
1
8
口
吻
（
当
日
消
印
有
効
）
▼

そ
の
他
／
応
募
要
項
は
市
役
所
玄
関
案
内
、
各

支
所
、
岡
崎
公
共
職
業
安
定
所
及
び
岡
崎
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

パソコン入門コース
一一
　ワード基礎コース

翌　　日程
　　　-
^/㈲■^o困,]廊

芸 日程

｜ l/23(7k)･24㈲･25廊

エクセル基礎コース ２ 2/困･ﾌ㈹･s㈲

回 日程 ３ 3/團･7團･8脂

１

２

l/30㈲･31㈲･2/1圀

2/2.團･28困･3/]廊

インターネットコース

§| 日程

３ 3/13㈲･14團■15剛１ 2/20困･21㈲･22㈲

パ
ソ
コ
ン
教
室
無
料
開
放
の
ご
案
内

▼
期
間
／
１
月
８
口
倒
か
ら
３
月
2
4
日
間
ま
で

の
毎
週
火
・
上
・
日
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
、
毎
週
火
曜
日
、
土
曜
日
、
‐
曜
日

開
放
し
ま
す
。
▼
内
容
／
指
導
員
が
簡
単
な
操

作
指
導

岡
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

2
5
2
◆
４
｀
０
１
１

2001年(平成13年)12月1日困市政だよりおかざき



岡
崎
情
報
開
発
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

平
成
1
4
年
「
－
月
～
３
月
講
座
予
定

講座名 備考
一一開始日 　　--回数 曜日 時間 講座料金

ワ　ー　ド　入　門 文　書　作　成 1／7 10 月・木
一一月・木

朝

　¶=
夜

25.{〕00円
ワ　ー　ド　入　門 文　Ξ　作　成 1／7 10 25.000円
エクセル入門 表　　計　　算

　　　　　　　一一表　　計　　算

1／8 10 火・金 朝 29.000円
エクセル入門 1/26 ２ 土・日

火・金
朝昼
　夜
19.Q00円

エクセル入門 表　　計　　算 2／1 10 29.000円

ホームページ作成 FrontPage使用

一一一文　苔　作　成

2/12
2/23

４ 火・金 朝 12,000円

ワ　ー　ド　入　門 ２ 土・日 朝昼 16.000円

ワ　ー　ド　中　級 文　書　作　成
　　¬文害作成・表計算

3／1 Ｂ 火・金 朝 21.000円

速習ワード＆エクセル 3／4 ７
７
月・木
　一一月・木

朝 20.000円
速習ワード＆エクセル文書作成一表計算 3／4 夜 20.000円

ワ　ー　ド　入　門 文　雲　作　成
一一一プレゼンテーション

3／9
3／12

２ 土一日 朝昼 16.000円
パワーポイント ６ 火・金 夜 16,000円
エクセル入門
一一

表　　計　　算 3/23 ２ 土・日 朝昼 19,000円
朝昼＝午前9時30分～午後4時30分※朝＝午fti9時30分～ii時40分　夜＝午後6時30分～8時40分

▼
講
習
場
所
…
…
…
岡
崎
市
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
南
隣
）
３
階
パ
ソ
コ
ン
研
修

室
▼
募
集
人
員
／
2
4
人
▼
申
込
方
法
…
…
…
1
2
月
1
1

日
吻
　
午
前
1
0
時
か
ら
、
岡
崎
情
報
開
発
セ
ン

タ
ー
（
岡
崎
市
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

４
階
）
で
先
着
順
に
受
け
付
け
。

岡
崎
情
報
開
発
セ
ン
タ
ー
ｃ
＜
2
8
・
2
７
1
3

第
1
8
回
　
衣
浦
東
部
美
術
展

衣
浦
東
部
地
域
（
碧
南
市
・
安
城
市
・
知
立

市
・
高
浜
市
・
刈
谷
市
）
で
活
躍
す
る
1
0
0
人
の

地
元
作
家
た
ち
に
よ
る
日
本
画
、
洋
両
、
書
、

写
真
、
彫
刻
、
工
芸
作
品
な
ど
、
約
1
0
0
点
を
紹

介
し
ま
す
。

▼
日
時
…
…
…
1
2
月
2
0
日
困
～
来
年
１
月
2
0
日
前

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
閉
館
の
3
0
分

前
ま
で
）
▼
場
所
△
刈
谷
市
美
術
館
▼
休
館
日

ご
月
曜
‐
、
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始
（
り
一
月
凹
一

口
出
～
来
年
１
月
３
ロ
湘
）
▼
入
場
料
コ
無
料

し／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
至

刈
谷
市
美
術
館
２
０
５
６
６
・
2
3
・
1
6
3
6

｜

｜

　
リ
リ
オ
　
ク
リ
ス
マ
ス

　
「
タ
ン
ゴ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
日
本
の
タ
ン
ゴ
界
を
リ
ー
ド
す
る
タ
ン
ゴ
楽

団
「
ア
ス
ト
ロ
リ
コ
」
の
演
奏
、
チ
リ
の
ダ
ン

ス
カ
ッ
プ
ル
　
「
ル
シ
ア
＆
ア
ル
バ
ロ
」
　
の
ダ
ン

ス
、
実
力
派
歌
手
「
ロ
ベ
ル
ト
ー
デ
ー
ロ
サ
ー

ノ
」
の
歌
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
タ
ン
ゴ
コ
ン
サ

ー
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

r

一
一
１
い
い
」

▼
日
時
／
1
2
月
測
一
口
騨
　
午
後
３
時
開
演
（
午

後
２
時
3
0
分
開
場
）
▼
場
所
八
万
知
立
リ
リ
オ
。

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
（
ｙ
‥
鉄
知
立
駅
下
車
　
北

へ
徒
歩
４
分
）
▼
入
場
料
◇
四
千
五
百
円
（
税

込
・
全
2
8
4
席
自
由
席
）
▼
チ
ケ
ッ
ト
購
入
先
ノ

リ
リ
オ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
チ
ケ
ッ
ト
ピ

ア
、
富
士
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
幸
田
町
民
会
館
な

ど
▼
出
演
…
…
…
演
奏
・
：
ア
ス
ト
ロ
リ
コ
、
バ
ン
ド

ネ
オ
ン
・
：
門
奈
紀
生
、
バ
イ
オ
リ
ン
…
麻
場
利

華
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
…
大
塚
功
、
ピ
ア
ノ
…
平

井
か
ほ
る
、
ダ
ン
ス
…
ル
シ
ア
＆
ア
ル
バ
ロ
、

歌
・
：
ロ
ベ
ル
ト
ー
デ
ー
ロ
サ
ー
ノ
▼
曲
目
…
…
…
「
パ

リ
の
カ
ナ
ロ
」
、
「
リ
ペ
ル
タ
ン
ゴ
」
、
「
バ
ン

ド
ネ
オ
ン
の
嘆
き
」
、

「
さ
ら
ば
草
原
よ
」
な
ど

＼'^ft≪n£3^町

知
立
市
リ
リ
オ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

2
0
5
6
6
◆
8
5
◆
1
1
3
3

き
ら
き
ら
ウ
ォ
ー
ク

　
碧
南
の
冬
の
風
物
詩
、
約
Ｍ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

も
続
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ド
を
み
ん
な
で

市政だよりおかざき2001年(平成13年)12月1日囮1
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ｊ
ｉ
一
・
１
；

１
図

歩
き
ま
し
ょ
う
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

▼
日
時
ノ
1
2
月
2
3
日
呪
　
午
後
５
時
～
９
時
（
イ

ル
゛
Ｘ
ヽ
不
Ｉ
シ
ョ
ン
は
、
１
月
1
0
日
困
ま
で
設
置
）

▼
場
所
…
…
…
碧
南
市
栄
町
駐
車
場
、
キ
ネ
マ
通
り
、

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
ス
タ
ジ
オ
・
束
駐
巾
場
、
久

沓
公
園
な
ど

碧
南
市
生
活
課
市
民
生
活
係

S
0
5
6
6
◆
4
1
◆
3
3
1
1

そ

ｙ　　　・
必

－ヤ

一

　？=＝

kl

｀i 賢

ｊ
‐

-

λJ

_J　四　Ｉ

｀|

，

　Ｕ

I t

μ

i
ｎ
ｒ
>

　1　.Jr“

・Ｗ

J

　-

Ｗ　ノ

　㎜

r-

'´－｀

晨
"'Iil

　
市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
は
、

　
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
で

　
市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
の
口
座
振
替
納
付

　
（
引
き
落
と
し
）
を
お
勧
め
し
ま
す
。
納
期
ご

と
に
金
融
機
関
に
出
向
い
た
り
、
現
金
準
備
の

必
要
が
な
く
便
利
で
安
心
。
手
続
も
金
融
機
関

で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
振
替
で
き
る
税
目

市
県
民
税
＝
前
納
振
替
と
期
別
振
替
が
選
択
で

き
ま
す
（
納
期
は
第
１
期
６
月
、
２
期
８
月
、

３
期
1
0
月
、
４
期
１
月
）
。
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
＝
前
納
振
替
と
期
別
振
替
が
選
択
で

き
ま
す
（
納
期
は
第
１
期
４
月
、
２
期
７
月
、

｜

３
期
1
2
月
、
４
期
２
月
）
。
軽
自
動
車
税
＝
全

期
（
納
期
は
５
月
。
所
有
す
る
す
べ
て
の
車
両

分
が
振
り
替
え
さ
れ
る
）
。
国
民
健
康
保
険
料

＝
期
別
の
み
（
納
期
は
１
期
７
月
か
ら
８
期
２

月
ま
で
の
各
月
）

⑩
前
納
振
替
・
：
第
１
期
に
前
納
報
奨
金
分
を
麓

し
引
い
て
年
税
額
を
振
り
替
え
し
ま
す
。
期
別

振
替
…
納
期
ご
と
に
各
納
期
の
税
額
を
振
り
替

え
し
ま
す
（
随
時
の
納
期
は
除
く
）
。
※
　
税

以
外
に
も
介
護
保
険
料
、
保
育
料
な
ど
口
座
か

ら
振
り
替
え
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
振
替
の
手
続
き

　
　
　
　
　
　
Ｉ

▼
持
ち
物
″
通
帳
印
、
振
り
替
え
す
る
通
帳
▼

振
替
日
ｙ
納
期
限
の
日
（
納
期
の
１
ヵ
月
前
ま

で
に
巾
込
手
続
を
す
れ
ば
申
込
月
の
次
の
納
期

か
ら
振
替
で
き
ま
す
）

　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
－
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
ｉ

　
振
替
で
き
る
金
融
機
関

東
海
銀
行
、
第
一
勧
業
銀
行
、
あ
さ
ひ
銀
行
、

名
古
屋
銀
行
、
十
六
銀
行
、
岐
阜
銀
行
、
愛
知

銀
行
、
第
三
銀
行
、
中
京
銀
行
、
中
央
三
井
信

託
銀
行
、
岡
崎
信
用
金
庫
、
叫
尾
信
用
金
庫
、

碧
海
信
用
金
庫
、
豊
山
信
川
金
庫
、
蒲
郡
信
用

金
庫
、
東
海
労
働
金
庫
、
岡
崎
市
民
信
用
組
合

信
用
組
合
愛
知
商
銀
、
朝
銀
愛
知
信
用
組
合
、

あ
い
ち
三
河
農
業
協
同
組
合
の
本
店
及
び
各
支

店
（
岡
崎
市
以
外
の
支
店
で
振
替
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
収
納
課
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
）

収
納
課
収
入
整
理
班

2
2
3
◆
６
１
２
２
・
6
1
2
3

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

　
届
け
出
を

　
岡
定
資
産
税
（
家
屋
）
は
、
毎
年
１
月
１
口

現
在
に
存
在
す
る
家
屋
に
対
し
て
課
税
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
の
途
中
で
取
り
壊
し
た
家
屋
に
つ

い
て
は
、
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

床
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
「
家
屋

滅
火
届
」
を
資
産
税
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
、
資
産
税
課
（
本
館
２
階
⑩
喬
窓
口
）

ま
た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

資
産
税
課
家
屋
１
・
２
・
３
班
：
＜
2
3
・
6
0
9
７

　
住
宅
用
地
に
対
す
る

　
課
税
の
特
例
に
つ
い
て

　
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
税
負
担
を
特

に
軽
減
す
る
必
要
か
ら
特
例
措
置
と
し
て
固
定

資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、
新
た
に
住
宅
の

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
土
地
や
住
宅
が
建
設

さ
れ
つ
つ
あ
る
土
地
は
住
宅
の
敷
地
と
は
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
住
宅
の
建
て
4
　
4
　
え
な
ど
に
よ
り
建

築
中
で
あ
り
。
定
の
要
件
を
満
た
す
と
認
め
ら

れ
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の
申
請
に
基

づ
き
、
住
宅
用
地
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
資
産
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

資
産
税
課
土
地
１
班
・
２
班

2
2
3
◆
６
１
０
２
・
6
1
0
3

　
在
来
工
法
木
造
住
宅
の

　
耐
震
診
断
料
金
の
補
助

　
地
震
な
ど
の
災
害
に
弱
い
、
在
来
工
法
木
造

住
宅
に
お
住
ま
い
の
か
た
の
た
め
に
、
耐
震
診

断
料
金
の
約
半
額
を
補
助
し
、
診
断
の
結
果
、

資
金
が
必
要
な
場
合
は
融
資
あ
っ
せ
ん
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
の
耐
震
診
断
補
助

▼
補
助
対
象
住
宅
／
市
内
に
あ
る
平
家
建
て
ま

た
は
２
階
建
て
の
在
来
工
法
木
造
住
宅
で
居
住

用
に
使
川
し
て
い
る
も
の
▼
補
助
対
象
者
／
対

象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
▼
診
断
方
法
／
締
愛

知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
指
定
し
た
地
震
防

災
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
現
地
で
診
断
。

耐
震
補
強
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

▼
融
資
金
額
ノ
三
百
万
円
以
内
▼
融
資
期
間
／

1
5
年
以
内
▼
融
資
利
率
／
年
口
訟

※
市
が
電
話
ま
た
は
訪
問
に
よ
り
、
住
宅
耐
震

診
断
を
勧
誘
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建物１棟の
延べ床面積

診断料金 畠濯 補助額

70rrf以下の場合 39.370円

56,700円

63.000円

19.370円20.000円

-　－

29,000円

一一　－

32.000円

70rrfを超え

120㎡以下の場合
27,700円

120rTfを超える場合 31,000円

※建物が2階建ての場合は､1,2階の合計床面積

＝
　
　
　
　
－
－

教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
課
市
民
相
談
班

2
2
3
◆
6
4
9
4

　
県
税
収
納
窓
口
を
開
設

▼
開
設
日
時
／
1
2
月
1
6
日
㈲
　
午
前
９
時
～
午

後
５
時
▼
場
所
ノ
県
西
三
河
総
合
庁
舎
１
階
西

三
河
事
務
所
税
務
課
（
明
人
寺
本
町
．
丁
口
四

番
地
）

西
三
河
事
務
所
税
務
課
：
＜
2
7
・
2
７
1
1

　
国
民
年
金
保
険
料
の

　
出
張
徴
収
と
年
金
相
談

▼
日
時
／
1
2
月
1
9
日
伽
～
2
1
口
吻
　
午
前
1
0
時

～
午
後
４
時
▼
場
所
／
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
集
会

室
▼
内
容
／
1
1
・
1
2
・
1
3
年
度
の
保
険
料
徴
収
・

年
金
相
談
▼
持
参
す
る
も
の
／
出
張
徴
収
（
年

金
相
談
）
は
が
き

国
保
年
金
課
年
金
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
7
1

2001年(平成13年)12月1日Ｉ市政だよりおかざき



　
女
性
悩
み
ご
と
巡
回
相
談

▼
日
時
／
1
2
月
1
8
口
吻
　
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時
▼
場
所
／
福
祉
会
館
１
階
相
談
室
（
朝
日
町

三
丁
目
二
番
地
）
▼
内
容
／
家
庭
内
の
不
和
や

い
ざ
こ
ざ
、
夫
の
暴
力
、
結
婚
、
離
婚
、
男
女

問
題
、
生
活
の
い
き
づ
ま
り
や
経
済
問
題
、
そ

の
他
、
人
に
言
え
な
い
悩
み
な
ど
　
※
　
相
談

無
料
、
秘
密
厳
守
。
予
約
可
。
▼
問
い
合
わ
せ

先
／
西
三
河
事
務
所
民
生
課
婦
人
相
談
Ｏ
Ｅ
Ｃ
＜
2
7

・
２
７
１
９
、
愛
知
県
婦
人
相
談
所
2
0
5
2

◆
９
１
３
◆
1
1
0
1

児
童
課
児
童
育
成
班
：
＜
8
7
・
5
3
1
1

　
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

▼
日
時
ノ
1
2
月
1
5
日
山
　
午
後
２
時
～
４
時
▼

場
所
コ
働
く
婦
人
会
館
（
伊
賀
新
町
）
▼
対
象

ノ
巾
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
女
性
▼
相
談
員
∠
”

弁
護
士
　
加
藤
郁
江
氏
▼
募
集
人
員
／
４
人
▼

申
込
方
法
　
予
約
制
で
す
ｏ

　
　
　
Ｃ
ｖ
ｉ
月
７
ロ
窓
　
午

前
８
時
3
0
分
か
ら
、
電
話
で
働
く
婦
人
会
館
へ

　
（
先
着
順
）
。
当
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
　
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
。

働
く
婦
人
会
館
ｃ
＜
2
3
・
2
9
6
3

　
事
業
計
画
書
の
縦
覧

　
岡
崎
小
呂
ミ
タ
ラ
イ
土
地
区
画
整
理
組
合
の

事
業
計
画
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

▼
期
間
／
1
2
月
７
日
倒
～
2
0
日
出
▼
時
間
／
午

前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
▼
場
所
ノ
組
合
指
導

課
（
北
館
三
階
）

組
合
指
導
課
技
術
班
ｃ
＜
2
3
・
6
2
9
2

　
保
留
地
の
処
分
（
宅
地
分
譲
）

　
市
内
の
区
画
整
理
組
合
で
は
保
留
地
を
処
分

中
で
す
。
保
留
地
は
区
画
整
理
組
合
運
営
の
た

め
に
一
般
の
か
た
へ
お
譲
り
す
る
宅
地
で
、
営

利
を
口
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保

留
地
は
す
べ
て
、
区
画
整
理
事
業
を
実
施
中
の

良
好
な
住
環
境
が
整
備
さ
れ
た
地
区
内
に
あ
り

ま
す
。

N

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
－
　
‐

岡
崎
真
伝
前
田
土
地
区
画
整
理
組
合

▼
保
留
地
の
位
置
及
び
筆
数
　
真
伝
町
地
内
・
：

Ｈ
筆
▼
保
留
地
の
面
積
　
一
八
五
・
。
二
平
方

□
～
一
、
〇
九
ヒ
ー
ヒ
○
平
方
μ
▼
保
留
地
の

単
価
　
ヒ
万
八
千
円
ノ
平
方
‐
～
卜
一
万
九
１

円
…
…
…
平
方
□
▼
そ
の
他
　
分
割
可
能
な
保
留
地

も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
‐
ｉ
　
ｌ
　
ｌ
・
‐
‐
ｉ
１
‐

I
岡
崎
真
伝
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合

▼
保
留
地
の
位
置
及
び
筆
数
ノ
真
伝
町
地
内
…

3
8
筆
▼
保
留
地
の
面
積
／
。
一
〇
。
・
四
「
平
方

Ｍ
～
五
　
１
　
ハ
・
○
三
平
方
□
▼
保
留
地
の
単
価

／
六
万
六
千
九
百
二
十
四
円
◇
平
方
Ｍ
～
十
二

万
九
千
六
百
七
ナ
五
円
ノ
平
方
μ
▼
そ
の
他
ノ

価
格
応
談
可
能
な
保
留
地
も
あ
り
ま
す
。

－
　
　
―
―
　
　
‐

　
　
岡
崎
小
針
土
地
区
画
整
理
組
合
　
　
　
□

Ｆ
｜
―
―
－

▼
保
留
地
の
位
置
及
び
筆
数
。
ｙ
’
小
針
町
地
内
・
：

1
4
筆
▼
保
留
地
の
面
積
／
ｙ
一
‥
八
五
・
六
二
平
方

ル
～

一
九
三
・
〇
〇
平
方
Ｕ
▼
保
留
地
の

単
価
／
十
万
四
千
円
／
平
方
μ
～
十
三
万
一
一
千

六
百
円
／
平
方
□

　
岡
崎
本
宿
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合

▼
保
留
地
の
位
置
及
び
筆
数
ノ
本
宿
西
一
丁
目

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

ｐ
一
月
３
日
～
９
日
は
障
害
者
週
間

岡
崎
市
就
学
奨
励
金
の
支
給

　
学
校
教
育
法
に
定
め
る
盲
・
弊
・
養
護
学
校
に
就

学
す
る
児
童
ま
た
は
生
徒
（
中
等
部
ま
で
）
の
保
護

者
に
奨
励
金
（
１
人
月
額
四
千
円
）
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

［
搦
媛
信
際
陵
励
金
の
支
給
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
ｊ
’
１
‐
１
－
‐
１
‐
ｆ

　
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
が
心

身
の
障
害
を
克
服
し
て
授
産
施
設
に
通
所
す
る
場
合
、

自
立
更
生
を
援
助
す
る
た
め
に
奨
励
金
（
１
人
‥
月
額

四
千
円
）
を
支
給
し
て
い
ま
す
（
希
望
の
家
、
の
ぞ

み
の
家
の
迪
所
は
除
き
ま
す
）
。

　
心
身
障
害
高
校
生
奨
学
金
・
入
学
準
備
金
の
支
給

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
持
つ
高
校

生
に
奨
学
金
（
１
人
月
額
一
万
円
）
及
び
鳥
校
に
入

学
し
た
年
に
は
入
学
準
備
金
（
。
万
七
千
五
百
円
）

を
支
給
し
て
い
ま
す
｛
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
｝
。

　
心
身
障
害
者
技
能
習
得
奨
励
金
の
支
給

　
身
体
障
害
膏
于
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
持
つ
、
吟

修
学
校
ま
た
は
各
種
学
校
の
在
学
生
に
奨
励
企
（
１

人
月
額
一
万
円
）
を
支
給
し
て
い
ま
す
（
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
）
。

　
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
利
用
券
交
付

　
１
～
３
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

Λ
も
し
く
は
Ｂ
判
定
の
手
帳
を
持
つ
か
た
が
、
岡
崎

市
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
タ
ク
シ
ー
を
利
川
す
る
場

合
、
年
間
銘
枚
綴
り
（
月
４
枚
）
の
五
百
円
券
を
年

１
回
交
付
し
て
い
ま
す
（
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
か
た
は
除
き
ま
す
）
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
か
た
が
自
勁
車
教
習
所

に
お
い
て
技
能
を
習
得
し
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

証
を
取
得
（
限
定
解
除
を
含
む
）
し
た
と
き
、
そ
れ

に
か
か
っ
た
費
川
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
（
免

許
証
取
得
後
６
ヵ
月
以
内
に
申
請
が
必
要
で
す
）
。

ｊ
ｌ
ｌ
‐
‘
１
１
－
ｊ
‐

身
体
障
害
者
用
自
動
車
改
造
費
の
補
助

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
が
就
労
な
ど
に
自
ら

が
所
有
し
、
運
転
す
る
自
動
車
の
ア
ク
セ
ル
や
ハ
ン

社
会
福
祉
課
ｃ
＜
2
3
・
6
1
5
4

ド
ル
な
ど
の
改
造
費
川
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す

　
（
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）
。

　
自
動
車
・
軽
自
動
車
税
の
軽
減
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
（
第
１
種
）
の
通
院

な
ど
の
目
的
で
使
用
す
る
本
人
名
義
の
自
動
車
１
人

１
台
に
限
り
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
申
税
が
減
免
に

な
り
ま
す
。

▼
申
請
先
　
自
動
車
税
…
県
西
三
河
事
務
所
税
務
課

　
（
2
2
7
・
2
7
1
2
）
、
軽
自
動
車
・
：
市
民
税
課
（
２

※
　
。
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

申
請
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
心
身
障
瞎
匿
有
料
道
路
通
行
料
金
割
引
証
の
交
付
」

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
か
た
が
自
動
車
を
運
転

す
る
場
合
、
ま
た
は
重
度
の
身
体
障
害
者
｛
第
１
種
｝

が
乗
車
し
、
移
動
の
た
め
介
護
者
が
運
転
し
、
有
料

道
路
を
通
行
す
る
と
き
、
「
料
金
割
引
証
」
を
交
付

し
て
い
ま
す
（
割
引
率
5
0
智
以
内
て

※
　
対
象
と
な
る
車
両
の
所
有
者
は
本
人
ま
た
は
本

人
と
同
。
生
計
者
に
限
り
ま
す
。

一
身
体
障
害
者
旅
客
運
賃
割
引
　
　
．
．
．

おかざき2001年(平成13年)12月1日函市政だより

▼
Ｊ
Ｒ
・
私
鉄
運
賃
　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
第
１
種
を
も
つ
か
た
は
、
介
護
者
と
と
も

に
5
0
智
引
き
、
第
２
種
を
持
つ
か
た
は
片
道
川
ッ
♂
以

上
の
と
き
は
障
害
者
本
人
の
み
5
0
打
引
き
で
す
。
ま

た
、
バ
ス
利
川
の
場
合
は
、
１
・
２
種
と
も
に
距
離

に
関
係
な
く
利
川
で
き
ま
す
。
利
用
の
際
は
、
手
帳

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
航
空
旅
客
運
賃
。
ロ
ー
歳
以
ｈ
で
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
の
第
１
種
を
持
つ
か
た
は
介
護
者

と
と
も
に
、
療
育
手
帳
の
第
２
種
を
持
つ
か
た
及
び

身
体
障
害
者
手
帳
の
第
２
種
を
持
ち
、
視
覚
、
聴
覚
、

下
肢
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
障
害
の
４
級
、
Ｊ
ド
衡
、
音

声
、
言
語
機
能
障
害
の
３
級
の
か
た
は
、
障
害
者
本

人
に
つ
い
て
の
み
、
国
内
線
の
普
通
人
人
片
道
運
賃

の
2
5
訟
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
利
川
の
際
は
、

手
帳
に
そ
の
旨
の
証
明
印
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
・

　
住
宅
改
修
費
の
補
助

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
の
ド
肢
ま
た
は
体
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ｊ
－
″
・
″

図

地
内
・
：
２
筆
▼
保
留
地
の
面
積
ノ
で
一
六
・
四

〇
平
方
Ｕ
、
四
七
五
・
八
四
平
方
μ
▼
保
留
地

の
単
価
／
八
万
二
千
百
八
ト
七
円
▽
平
方
□

　
共
通
事
項
　
　
　
　
　
　
　
　
―

ｉ
ｌ
‐

▼
申
込
先
…
…

ｙ

岡
崎
市
土
地
区
両
整
理
組
合
連
合

会
（
市
役
所
北
館
３
階
）
　
※
　
資
料
の
欲
し

い
か
た
は
電
話
を
。
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

付
し
ま
す
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
＃
＼
　
ｖ
＼
ｖ
w
.
ｓ
ｕ
ｎ
-
ｉ
ｎ
ｅ
Ｌ
ｏ
ｒ
ｊ
ｐ
／
^
　
ｔ
-
ｋ
ｕ
ｋ
ａ
ｋ
ｕ
）

°

岡
崎
市
土
地
区
画
整
理
組
合
連
合
会

２
2
3
・
6
4
8
3

豊
田
市
の
ご
み
処
理
場
な
ど
の

計
画
案
及
び
環
境
影
響
評
価

準
備
書
の
縦
覧
な
ど

　
　
　
‐
－
　
　
　
　
－
―
。

豊
田
都
市
計
画
ご
み
処
理
場
の
都
市
計

ら

甕
　
　
　
　

Ｊ

ｊ
　
　
　
‐
－

　
現
在
、
吸
田
市
に
お
い
て
于
続
き
が
行
わ
れ

て
い
る
豊
田
都
市
計
両
ご
み
処
理
場
第
１
号
豊

田
巾
ご
み
処
理
場
の
都
市
計
画
案
を
次
の
と
お

り
縦
覧
し
ま
す
。

▼
日
時
／
1
2
月
４
日
㈹
～
1
8
日
㈹
　
午
前
８
時

3
0
分
～
午
後
５
時
（
上
・
日
曜
日
を
除
く
）
▼

場
所
　
岡
崎
市
環
境
改
善
課
、
豊
田
市
都
市
計

呵
課
（
豊
田
市
役
所
西
庁
舎
５
階
）
、
豊
田
市

清
掃
課
（
豊
田
巾
渡
刈
清
掃
工
場
地
内
）
▼
意

見
書
　
縦
覧
期
間
中
に
、
ぬ
田
市
都
市
計
画
課

　
（
〒
招
…
8
5
0
1
　
豊
田
市
西
町
三
の
六
〇
）

へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で
意
見
の
提
出
が
で
き
ま

す
。
▼
問
い
合
わ
せ
先
／
豊
田
市
都
市
計
画
課

Ｍ
　
O
　
Ｌ
Ｏ
　
^
　
Ｌ
Ｏ

3
4
◆
ρ
０
″
ｈ
ｖ
ｎ
乙
Ｏ

豊
田
市
新
清
掃
工
場
設
置
に
係
る
一

評
価
準
備
書
の
縦
覧
及
び
説
明
会

　
豊
田
市
新
清
掃
工
場
設
置
に
係
る
環
境
影
絆

評
価
準
備
害
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
／
ご
1
2
月
４
口
内
～
平
成
1
4
年
１
月
９
ロ

伽日

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

1
2
月
2
4
日
印
、
1
2
月
2
9
日
倒
～
平
成
1
4
年 １

月
３
日
困
ま
で
除
く
）
▼
場
所
／
岡
崎
市
環

境
改
善
課
、
欧
田
市
都
市
計
画
課
（
豊
田
市
役

所
西
庁
舎
５
階
）
、
豊
田
市
清
掃
課
（
豊
田
市

渡
刈
清
掃
工
場
地
内
）
▼
意
見
書
／
環
境
保
全

の
見
地
か
ら
、
豊
田
市
都
市
計
画
課
（
〒
4
7
1
・
：

8
5
0
1
　
欧
田
市
西
町
三
番
地
六
〇
）
へ
直

接
ま
た
は
郵
送
で
意
見
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
’
‐
‐
―

豊
田
市
新
清
掃
工
場
設
置
に
係
る
環
境
影
響

評
価
準
備
書
の
内
容
に
関
す
る
説
明
会

報
鴇
蒜
鴇

日

時

ヨ

フ

ｊ

ヅ

場

所

豊
田
市
環
境
政
策
課

2
0
5
6
5
◆
3
4
◆
6
6
5
0

環
境
改
善
課
公
害
防
止
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
9
4

　
美
術
博
物
館
臨
時
休
館
日

　
展
示
替
え
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

▼
期
間
…
…
ご
1
2
月
1
0
口
囲
～
2
1
日
脂

※
　
レ
ス
ト
ラ
ン
「
セ
レ
ー
ノ
」
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
」
は
、
平
常
ど

お
り
。

‐
－
－
‐

市
美
術
博
物
館
ｃ
＜
2
8
・
5
0
0
0

　
愛
知
環
状
鉄
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
愛
知
環
状
鉄
道
で
は
、
1
2
月
2
3
口
励
運
行
分

の
始
発
か
ら
昼
ご
ろ
ま
で
、
一
部
複
線
化
へ
の

線
路
切
り
替
え
の
た
め
列
車
を
運
休
し
、
代
行

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
よ
り
時
刻
の
変
更
も
行
い
ま
す
。

愛
知
環
状
鉄
道
株
式
会
社
総
務
部
総
務
匯
－

2
3
2
　
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
　
１
-
　
Ｔ
-

企
画
課
企
画
班
：
＜
2
3
・
6
4
0
8

幹
機
能
障
害
及
び
視
覚
障
害
を
有
す
る
か
た
の
居
室
、

浴
室
便
所
な
ど
を
使
川
し
や
す
く
す
る
た
め
に
必
要

な
改
修
工
事
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
（
介
護
保
険
制
度
が
優
先
さ
れ
事
前
巾
請
が
必

要
で
す
）
。

　
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
の
貸
し
付
け

　
１
級
～
４
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
Ａ
・
Ｂ

判
定
の
療
育
手
帳
を
持
つ
か
た
の
専
用
居
室
や
浴
室

な
ど
を
、
自
費
で
新
築
・
増
築
・
改
築
こ

こ
と
が
困
難
な
世
帯
の
障
害
者
ま
た
は
そ
の
か
た
と

同
居
す
る
親
族
に
県
か
ら
住
宅
整
備
資
金
を
お
貸
し

し
ま
す
。

▼
貸
付
限
度
額
～
二
百
万
円

▼
償
還
期
間
／
1
0
年
以
内

▼
利
率
／
年
３
特
以
下
（
変
勁
金
利
）

　
市
営
・
県
営
住
宅
家
賃
の
減
額

　
市
営
・
県
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る
心
身
障
害

者
世
帯
の
か
た
に
、
家
賃
の
減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
／
１
級
～
４
級
の
身
体
障
害
者
が
い
る
世
帯

ま
た
は
Λ
・
Ｂ
判
定
の
知
的
障
虫
‥
者
が
い
る
世
帯
（
収

入
超
過
行
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
除
き

ま
す
）
。

▼
申
請
先
…
…
…
…
県
営
住
宅
…
西
三
河
住
宅
管
理
事
務
所

　
（
Ｃ
＜
1
？
３
＊
-
８
６
３
）
、
市
営
住
宅
・
：
建
築
住
宅
課

　
（
本
館
２
階
2
2
3
・
6
0
6
1
）

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
哲
男
閻
レ
ド
レ
ド
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
＝
―
‐

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
の
保
護
行
が
、
疾
病
や

事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
者
の
介
護
が
一
時
的
に
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
、
原
則
と
し
て
７
日
問
以
内
施
設

に
収
容
、
介
護
し
ま
す
。
事
前
の
登
録
と
利
用
料
金

が
必
要
で
す
。

　
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
１
級
・
２
級
の
視
覚
障
害
者
及
び
脳
性
マ
ヒ
者
な

ど
全
身
性
障
害
者
が
、
公
的
機
関
や
病
院
な
ど
へ
の

外
出
が
必
要
不
可
欠
な
場
合
で
付
き
添
い
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

　
重
度
の
心
身
障
稗
者
児
者
を
抱
え
、
‐
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
る
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
、
家
事
・
介
護
・
相
談
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除
（
半
額
）
・
・
＝
明
答
の
交
付

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
か
た
の
世
帯
で
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
と
き
は
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
視
覚
、
聴
覚
障
咆
‥
者
ま
た
は
１
級
・
２
級
の

肢
体
不
自
山
者
が
世
帯
主
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
契
約
し
て
い

る
場
合
は
半
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
視
勁
・
上
肢
障
害
者
の
無
料
署
痔
乖
芦
ト
レ
Ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
‐

　
電
話
帳
に
よ
り
相
手
方
の
電
話
番
号
を
探
す
こ
と

が
困
難
な
視
覚
障
害
者
や
上
肢
障
害
の
か
た
は
、
電

話
番
ｎ
ｏ
案
内
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
ノ
視
覚
障
嘗
者
：
ｉ
級
～
６
級
　
肢
体
不
自

由
者
（
ｈ
肢
・
体
幹
な
ど
）
：
ｉ
級
・
２
級

▼
申
請
方
法
ノ
身
体
障
害
者
乎
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
窓
口
に
持
参
す
る
方
法
と
手
帳
の
写
し

を
郵
送
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
岡
崎
支
店
（
局
番
な
し
1
1
6
）
へ
。

の
重
度
障
害
者
の
訪
問
診
査

　
在
宅
の
重
度
障
害
者
の
か
た
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
申
請
で
き
な
い
か
た
に
訪
問
診
査
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
。
お
お
む
ね
6
0
歳
ま
で
の
在
宅
重
度
障
害
者

の
か
た
で
、
寝
た
き
り
な
ど
に
よ
り
病
院
に
行
く
こ

と
が
困
難
な
か
た

▼
内
容
ノ
医
師
が
障
害
者
の
お
宅
に
訪
問
し
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
申
請
に
必
要
な
診
断
書
、
意
見
書
の

作
成
を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法
／
家
族
が
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
社
会

福
祉
課
（
本
館
Ｉ
階
）
ま
で
。

・
県
身
体
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）

　
加
賀
　
時
男
2
5
2
・
3
4
1
3

　
高
橋
　
郁
７
　
２
９
一
・
1
9
2
0

　
森
　
　
民
夫
ｃ
＜
3
4
・
4
3
0
6

　
山
本
　
洋
。
公
4
8
・
4
6
5
0

　
堀
崎
　
忠
彦
ｃ
＜
5
1
・
6
0
0
6

県
知
的
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）

　
市
川
芙
美
子
M
2
5
・
2
5
9
7

　
杉
田
し
げ
子
2
2
2
・
5
3
2
0

　
金
山
　
春
子
ｃ
＜
5
1
・
1
4
6
4

　
田
中
　
文
江
ｃ
＜
3
1
・
3
9
1
6

　
畔
柳
久
美
子
M
5
1
・
2
5
8
6

　
磯
谷
　
　
忠
2
4
5
・
4
3
7
5
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6
5
歳
以
上
の
か
た
の

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
満
6
5
歳
以
上

の
か
た
は
一
部
自
己
負
担
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
対
象
者
に
は
、
1
1
月
に
通
知
書
を
郵
送
し
ま

し
た
の
で
、
該
当
の
か
た
で
通
知
沓
が
届
か
な

い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
／
昭
和
1
2
年
１
月
3
1
日
ま
で
に
出
生
し

た
、
接
種
時
に
満
6
5
歳
以
上
の
か
た
▼
接
種
期

間
／
平
成
1
4
年
２
月
2
8
日
ま
で

保
健
衛
生
課
予
防
対
策
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
8
0

　
「
エ
コ
シ
ー
ル
制
度
」

　
ス
タ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
1
0
月
Ｉ
ロ
か
ら
ノ
ー
包
装
シ
ー
ル
が
エ
コ
シ

ー
ル
に
変
わ
り
、
「
エ
コ
シ
ー
ル
制
度
」
が
ス

タ
ー
ト
。
「
エ
コ
シ
ー
ル
制
度
」
で
は
、
環
境

に
や
さ
し
い
行
動
と
し
て
ノ
ー
包
装
行
勁
や
環

境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
勁
に
つ
い
て
、
市
民
の
杵

さ
ん
の
参
加
を
お
願
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ス
タ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て

エ
コ
シ
ー
ル
制
度
へ
の
参
加
登
録
を
実
施
し
、

登
録
署
名
者
に
は
、
市
特
製
買
物
袋
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ふ
ま
す
。

輔
ツ

時

ﾓ叉

年日

糾

芦

時

日

時

]ミ

フ

ｑ

Ｈ
場

所

※
　
登
録
者
に
は
、
後
日
、
環
境
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
▼
対
象
／
市

内
在
住
の
か
た
（
１
世
帯
―
人
限
り
）
▼
募
集

人
員
／
各
場
所
先
着
2
0
0
人

ノ
ー
包
装
シ
ー
ル
に
よ
る

報
償
物
と
の
交
換
は
1
2
月
2
8
日
廊
ま
で
に

　
エ
コ
シ
ー
ル
制
度
開
始
に
よ
り
、
従
来
の
ノ

ー
包
装
シ
ー
ル
に
よ
る
報
償
物
と
の
交
換
は
ま

も
な
く
終
了
し
ま
す
。
シ
ー
ル
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
お
早
め
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
／
環
境
改
善
課
（
福
祉
会
館
５
階
）
、

各
支
所

環
境
改
善
課
総
務
班
ｃ
＜
2
3
・
6
4
0
1

　
庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ

　
岡
崎
合
同
庁
舎
（
羽
根
町
字
北
乾
地
五

地
一
）
に
国
の
一
部
の
機
関
が
移
転
し
、

と
お
り
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

○

番
次
の

入居官署 フロアー 業務開始予定日問い合わせ

岡崎税務署
(税務相談室)

１・２階 13年12月25日脚

14年１月15日脚

s;22・6511

　-

S52・3161
__

fi51･1603

岡崎労働基準監督署 ５階

名古屋地方検察庁岡崎支部・岡崎区検察庁

東海農政局
岡崎統計情報出張所

６・7階

　６階

14年１月28日(月)

14年１月2B四囲223・3681

一一
S52・6415名古屋法務局岡崎支局3-4階

　一一
　１階

14年２月12日叫

岡崎公共職業安定所 14年２月25日俯fi21・1161

－‥
（注）問い合わせ番号は、移転前の電話番号です。

※
　
立
体
駐
車
場
が
ま
だ
一
部
工
事
中
の
た
め

当
分
の
問
、
庁
舎
北
側
臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
台
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
来
署

の
際
は
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
等
を
ご
利
用

丿

く
だ
さ
い
。

岡
崎
税

務
署２
22

●６

５
１
１

_]も　，　　　　讐察･

　　　綴
‘^　９
卜心ミ⊃
Ｌ 臨時
駐車場 ｜匹

（　- 噫　　*_4*゛　　　　　戸崎町　　　）

＼
１

１

」

｜

岡崎
合岡庁舎 リ

浅郊　　　U

　　　(D
JR岡lliS駅

　
寿
バ
ス
優
待
券
等
を

　
受
け
取
つ
て
い
な
い
か
た
へ

▼
対
象
者
…
…
…
４
月
Ｉ
ロ
現
在
、
本
市
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
昭
和
７
年
３
-
Ｔ
＾
3
1
‐
以
前
に
出
生

さ
れ
た
か
た
（
す
で
に
受
け
取
っ
て
い
る
か
た

は
除
く
）
に
、
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
点
を
贈

呈
し
ま
す
。

①
名
鉄
バ
ス
…
普
通
カ
ー
ド
（
終
日
利
用
可
能
、

使
川
期
限
な
し
）
『
１
三
百
五
十
円
（
１
枚
）

②
々
Ｊ
‥
鉄
バ
ス
・
：
昼
間
カ
ー
ド
（
利
川
は
平
‐
午

前
1
0
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
と
、
上
・
ロ
・
祝

‐
の
全
‐
。
た
だ
し
、
障
害
者
割
引
と
の
併
川

は
で
き
ま
せ
ん
。
使
用
期
限
な
し
）
三
千
九
百

五
ト
円
（
１
枚
）
、
③
・
Ｊ
Ｒ
東
海
バ
ス
券
（
百

五
ト
円
券
・
2
2
枚
綴
、
使
用
期
限
な
し
）
三
千

三
百
円
、
④
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
券
（
五

百
円
×
６
枚
綴
）
三
千
円
（
１
冊
）
使
用
期
限

あ
り
（
平
成
1
4
年
３
月
3
1
日
ま
で
）
⑤
高
齢
者

自
動
車
給
油
料
金
助
成
券
（
五
百
円
×
６
枚
綴
）

三
千
円
（
１
冊
）
使
川
期
限
あ
り
（
平
成
1
4
年

３
月
3
1
日
ま
で
）
▼
受
付
場
所
／
長
寿
課
（
市

住宅資金などの

融資あつせん

　・常時受け付けています。

　・固定利率ですので、契約後は

　市中金利が変動しても返済計

　画を変更することがないため、

　安心です。

　教えてくれません課市民相談班

　　　　　　　　2 23･6492

制度 対　　　象 限度額 期間 利率 保証人 担保 取扱金融機関

住宅資金

建築
新築、増築など 1,500万円

25年

以内

15年

５年以内

年2.5%

　　～

25年以内

年3.1%

年2.3%

２人または

信用保証
要

東海銀行
市内各支店

岡崎信用金庫

市内本支店

東海労働金庫
岡崎支店

修繕．模様替 1.200万円

譲渡
中古（土地付き） 1.500万円

分陰(土地付き） 2,000万円

宅　　　　地 1,500万円

　300万円災害防止

工事資金

一
生活資金

住宅をかさ上げするとき

２人または

信用保証
要

岡崎信用金庫

本　　店

木造住宅の耐瓜補強工事を

するとき
－－一
既設不良mの改良のとき
　　　　　　　　　　‥－
災害、刄病、入学、結婚、出

産、死亡、住宅修繕などで一

時的に資金調達がm難なかた

100万円 ５年 信用保証 不要

50万円 ５年

３年
年2,3％

ｲ昌用保証
　〃

　１人
不要生活特定

資　金
30万円
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皿^腿^QMIlMfi』□

‐
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‐
－
ｌ
‐
‐
ｊ

１
図

役
所
本
館
１
階
）
ま
た
は
各
支
所
へ
、
①
印
鑑

②
寿
手
帳
な
ど
本
人
の
身
元
の
わ
か
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
　
１
人
に
つ
き
年
皮
内
１
川
の
贈
呈
で
す
。

長
寿
課
長
寿
福
祉
班
ｃ
＜
2
3
・
6
1
４
７
1

　
人
権
を
理
解
す
る

　
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

　
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

万
テ
ー
マ
　
障
害
者
、
高
齢
者
、
男
女
差
別
、

い
じ
め
、
環
境
、
外
国
人
・
人
種
差
別
な
ど
の

問
題
に
つ
い
て
▼
対
象
コ
小
・
中
学
生
７
参
加

料
▽
無
料
７
応
募
期
間
上
1
2
月
３
‐
卯
～
平
成

1
4
年
１
月
1
5
口
吻
ｙ
応
募
方
法
　
郵
送
で
、
〒

4
6
0
：
8
5
1
3
　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

　
（
学
校
を
通
じ
て
の
応
募
も
可
）
　
へ
。

平
成
1
4
年

延
長
保
育

度
保
実
施
育
園
入
園

園
の
追
加

児
童
課
庶
務
施
設
班
：
＜
2
3
・
6
1
４
４

　
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
願
い
、
積
極
的
な

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
い
、
よ
そ
の
子
に
も
温

か
い
目
を
向
け
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か
け
て
青

少
年
の
非
行
を
防
面
し
ま
し
ょ
う
。

ｙ
運
動
期
間
　
り
一
月
2
0
日
宋
～
１
月
1
0
‥
］
宋
ｙ

ス
ロ
ー
ガ
ン
　
ど
の
子
に
も
　
わ
が
ｆ
と
同
じ

声
を
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

・
少
年
相
談
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

岡
崎
少
年
愛
護
セ
ン
タ
１
ｃ
＜
5
1
・
3
2
8
3

ｙ
相
談
く
平
目
、
午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

こ
こ
ろ
の
電
話
お
か
ざ
き
：
＜
2
2
・
0
7
8
3

7
相
談
　
平
目
、
午
後
１
時
～
９
時

岡
崎
市
家
庭
児
童
相
談
室
：
＜
8
7
・
5
3
1
1

ｙ
相
談
　
平
‐
、
午
前
1
0
時
～
午
後
５
時

青
少
年
女
性
課
青
少
年
班
ｃ
＜
2
3
・
6
2
2
1

　
介
護
補
助
嘱
託
員
募
集

　
愛
知
県
藤
川
寮
で
知
的
障
害
者
の
身
辺
の
お

世
話
を
し
て
い
た
だ
く
介
護
補
助
嘱
託
貝
を
募

集
し
ま
す
。

Ｔ
募
集
年
齢
　
6
0
歳
ま
で
の
健
康
な
か
た
ｙ
勤

務
条
件
　
１
週
間
当
た
り
3
6
時
間
ま
た
は
3
2
時

間
以
内
。
口
勤
ま
た
は
夜
間
勤
務
の
で
き
る
か

た
甲
応
募
方
法
　
電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書

を
持
１
　
く
だ
さ
い
。
Ｗ
問
い
合
わ
せ
先
　
愛
知

県
藤
川
寮
（
藤
川
町
堤
ヶ
人
一
番
地
二
）
鈴
木

愛
知
県
藤
川
寮
ｃ
＜
4
8
・
6
1
3
0

　
水
道
管
の
漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

　
水
の
有
効
利
川
を
図
る
と
と
も
に
、
地
下
不

明
漏
水
に
よ
る
道
路
の
陥
没
事
故
を
防
ぐ
た
め

水
道
竹
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
調
査
区
域
　
欠
作
東
学
区
、
欠
作
北
学
区
、

矢
作
西
学
区
、
欠
作
南
学
区
、
北
野
学
区
の
全

域
、
岩
津
学
区
、
大
樹
寺
学
区
、
愛
宕
学
区
、

梅
園
学
区
、
根
石
学
区
、
二
島
学
区
、
竜
美
丘

学
区
、
男
川
学
区
の
一
部
区
域
▼
調
査
期
間
ノ

1
2
月
上
旬
～
来
年
２
月
2
8
日
俐
▼
調
査
内
容
／

昼
…
水
道
メ
ー
タ
ー
及
び
止
水
栓
で
調
査
。
夜

間
・
：
道
路
Ｌ
の
消
火
栓
及
び
水
道
本
管
で
調
査
。

▼
調
査
時
間
コ
昼
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

夜
間
＝
午
後
1
0
時
～
午
前
５
時

水
道
局
配
水
課
修
繕
班
：
＜
5
2
・
1
5
1
0

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

ご
協
力
を
！

み
ん
な
で
迎
え
よ
う
あ
た
た
か
い

月

息ｈ皿Stjl:l

4でS:

､1Ul･･1あ･.

乙

'゛

、

　'心t(ytut*;

こ

．

　
今
年
も
1
2
月
１
日
か
ら
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
迎
動
が
全
岡
。
斉
に
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
募
金
運
勁
は
、
巾
内
の
生
活
援
護
を
必

要
と
す
る
か
た
へ
の
一
助
と
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
崎
市
共
同
募
金
委
員
会
ｃ
＜
2
3
・
８
７
－
ｒ
５

大
気
汚
染
・
地
球
温
暖
化
防
止
に

ご
協
力
を

・
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
利
川
し
ま
し

・
駐
停
車
時
の
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や

　
め
ま
し
ょ
う
。

・
暖
房
温
度
は
上
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

・
不
必
要
な
照
明
は
こ
ま
め
に
消
す
な
ど
、

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

環
境
改
善
課
公
害
防
止
班
：
＜
2
3
・
6
1
9
4 省

緑
の
募
金

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
募
金
総
額
ノ
二
百
四
十
七
万
九
百
八
円

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

学
校
や
公
園
、
街
路
な
ど
の
身
近
な
緑
化
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡
崎
市
緑
の
募
金
委
員
会
（
市
民
課
内
）

2
2
3
・
6
0
4
7

　
年
賀
状
は
お
早
め
に

　
年
賀
状
の
引
き
受
け
が
1
2
月
1
5
日
出
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
年
賀
状
を
出
す
と
き
は
、
「
岡
崎

巾
内
あ
て
」
と
「
そ
の
他
地
域
あ
て
」
に
分
け

て
、
近
く
の
ポ
ス
ト
ま
た
は
郵
便
局
の
窓
口
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
多
く
の
年
賀
状
を
元
‐
一
に
お
川
け
す

る
た
め
、
な
る
べ
く
ｐ
　
　
月
2
5
日
㈹
ま
で
に
出
し

ま
し
ょ
う
。

岡
崎
郵
便
局
郵
便
課
：
＜
ｆ
Ｚ
＊
3
0
0
0
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Ｏ美合地区　戸松善剛(美合東本)栗田悦子(美合西本く1～5･

9～16組〉)石川民子(美合西本<6～8･17～26組〉)森澄子

(美合生田東)鈴木賓(美合生田西)本多昭憲(岡町く神馬崎

除<〉)山本昌子(岡町〈神馬崎〉･岡2区)高木美奈子(保母)

藤井信子(美合平地西1･2区･美合日清地区)小山良平(美合平

地西3区)野潭秋夫(美合平地西4･5区)高須君代(美合平地

中)久嶋和子(美合平地東地蔵野)松本和弘(美合平地東三

ノ久保･美合平地栗平地荘)杉浦誠一(馬頭)伊藤昭治(緑丘

1区)中村悦江(緑丘2区)渡遵守(緑丘3区)内田早苗(美

合大通･美合五本松1･2区)金渾宏美(主任児童委員)内藤朋

子(主任児童委員)

○福岡地区　大久保安二(福岡市場･仲町)大竹道子(福岡西八･

福岡対屋)内田京志(福岡玉川)渡辺百合子(福岡高田)安

藤久枝(福岡高須)清水う念)子(福岡永井･萱園井杭･萱園向郷･

萱園本郷)白川和子(若松東1～18組)今井民子(若松東l9

～36組)大平忠(若松新町)小林巌(上地1･3区)鈴木由郎

(上地2区･福岡清水<東部〉)村雲良子(福岡清水<西部〉)

茂刈稔(上地4区)則武法子(上地5･ﾌ区)三浦清香(上地6区)

吉見功敬(上地8区)鈴木悪子(上地9区)関口美衣(上地10区)

曽我一美(主任児童委員)鈴木美枝子(主任児童委員)

○竜谷･藤川地区　水野了昭(竜泉寺〈郷土･柄栗･川原･新田〉)

小室正一(竜泉寺〈尾尻･後山〉)畔柳正夫(桑谷〈河原･山側〉・

宮ノ入<103～182号〉)浅井好－(桑谷<上ノ切･浜井場･中村･

平地･市営住宅〉･宮ノ入1～102)鈴木美津子(藤川西部<1～

11組〉)志知明美(藤川西部<12～23組〉)小林奈翁m(藤

川東部)牧野由紀子(藤11台)神山澄明(市場)西脇礼成(蓑

川1区)中村巌(蓑川2区･蓑川新町)鶴田加代子(主任児童委

員)成田綾子(主任児童委員)

○山中地区　柴田勝美(舞木〈国道南側〉)岡田良一(舞木く国

道北側･幸田街道西〉)小林みや(舞木〈国道北側･幸田街道東〉)

鈴木宏子(羽栗)畔柳英治(山綱1区)小田貞雄(山綱2区)

酒井栄子(池金)加藤貞子(主任児童委員)長坂愛子(主任児

童委員)

○本宿地区　松本カツ代(本宿町西･本宿町栄〈名鉄本線南側〉)

村松千栖子(本宿町中･本宿町栄〈名鉄本線北側〉)天野静子(本

宿町東)山中邦雄(鉢地)永井宏明(上衣文)柴田鎬(大幡･

輯巣)野田宏(本宿棚田〈県営住宅n－18棟〉)柿田和恵(本

宿棚田〈県営住宅1-10棟〉)小城浅子(本宿緑)倉橋昭子(主

任児童委員)鈴木美知子(主任児童委員)

○河合地区　倉橋宙男(須渕･岩戸)星野幹雄(才栗)蒲野孝

(秦梨)榊原勝美(梁野･茅原沢)金森憲子(ちせいの里)

榊原敏涌(生平)杉山充快(蓬生･古部･切越)山杉広美(主任

児至委m.)川澄三貴子(主任児童委員)

○常磐地区　尾西秀鳳(滝町)松下由美子(滝新町〈1～3区〉)

池田順子(滝新町〈4A･4B･5･8区〉)小林恒己(滝新町<6･7･9･

10区〉)倉地功(米河内)小林晃(安戸･新居･小丸･蔵次)

大山和夫(大柳)河合勲(岩中･大井野)小林美知夫(板田･田

□)大江しげみ(主任児童委員)柴山教代(主任児童委員)

○岩津北地区　織田勝(東阿知和･西阿知和)小嶋明美(東蔵

前〈ト2･3丁目〉東蔵前町<火打山･馬場･五反畑〉)犬塚章(西

蔵前･栗蔵前町<荒神･下ノ橋･犬飼･木平〉)柴田ヨシヱ(真福寺)

石川美恵子(恵田･丹坂･駒立)江坂悠紀子(岩津<1･2丁目･生

平･申堂･東山〉)鈴木幸彦(岩津〈市場･西坂■mノ上･川畔〉)

石場龍盛(岩津〈新城･車塚･於御所〉〈岩津住宅･天神荘除〈〉・

ハツ木)中村匡志(岩津住宅〈字新城35番地〉天神荘く字車塚70

番地〉)本田十寸(仁木)中野利光(仁木川越･仁木団地)

松野ひさゑ(北斗台1～3区)市川庄治(北斗台4～ﾌ区･奥山田)

小笠原節夫(北斗台8～11区)児玉政博(細川1･2･10･11区)

坂本伸一(細川3～5区)木俣正俊(細川6～9区)近藤甫(桑原･

宮石〈上･中･下）川向)磯谷徹(奥殿〈上･中･下〉･渡通津･日影)

　大竹光枝(主任児童委員)杉浦政江(主任児至委員)

○岩津南地区　太田浪子(鴨田1区)深見幸子(鴨田2区･鴨田

南町)河内廣行(鴨田3区)平松美知代(鴨田4区)渡邁益

美(鴨田5区)柴田正(鴨田6区)内田善久(鴨田7区)荻野

正明(鴨田8区)山口正子(鴨田9区)近藤みさ子(寿･井ノロ･

井ノロ新)市川千世枝(大樹寺1･2区)天野m(上里1･3丁目)

中島光子(上里2丁目)根井みさ代(薮田)藤江敏和(大門ト

2･5丁目)片岡智江(大門3･4丁目)清水由思(百々1区く池ノ

入を除<〉･河原町)今井千代子(百々1区〈池ノ入〉･百々3区)

永田忠子(百々2区)清水テル子(百々西町･青木)三好威宏(堂

前)内田みや子(主任児童委員)村松紀美(主任児童委員)

○矢作北地区　渡滉孝義(矢作1区)高橋千鶴子(矢作2区)

鋤柄節子(矢作3区〈国道北側〉)稲垣忠(矢作3区く国道南側･

名鉄本線北側〉)井上美代子(矢作3区〈名鉄本線南側〉)原

田－(矢作4区<旧国道北側〉)野田啓子(矢作4区〈旧国道南側〉)

永田和正(中園南<矢作東小学区〉)岩月信幸(中園北<矢作北

小学区〉)上原久(舶越〈川端〉･舶越ユニチカ)牛田紀(軸越

<本郷〉)筒井朋子(森越〈矢作第3号支川西側〉)太田清(森

越<矢作第3支川東側〉)中垣iij(北野<1～3･11－1～2･14･15

－1～2･23組〉)本田妙子(北野<6～1 0－1･1 0－2･20･21 ･24組〉)

五島好夫(北野〈4･5･12･13･17-2･17－3組〉)坂口登(北野く1

8－1～18－3･18－5･18－6･19･22組〉)小野寺カネ子(北野く1

6－ト16－2･17－M8－4ト25組〉)永田敏雄(橋目本く1～61

0･14･17～19組〉)近藤晃(橋目本<7～9･11～13･15･16･20～

23組〉)高橋栄治(橋目中<1～21組〉)大西正(橋目中23～

34組)石川正巳(東大友〈安受寺北道路北〉)平松利光(東

大友〈安受寺北道路南〉)岡田佳居(西大友〈玉泉寺南道路北〉)

辰瀬百合子(西大友〈玉泉寺南道路南〉)渾田智悪子(小針)

石川優子(主任児童委員)杉山悦子(主任指導委員)

○矢作南地区　鈴木和子(矢作5区〈1～10組〉)川浪卓郎(矢

作5区〈11～20組〉)佐藤員章(北本郷)中根順子(暮戸･矢

作〈赤池･小河原･猫田〉)柴田政子(宇頭3･6･15･17区)水

越元(宇頭4･5･12区)森下愛子(宇頭7～8･14･16区)杉浦

充子(宇頭9～11･13区)神谷一夫(宇頭0～2区)鈴木ミチ工

(西本郷〈和志山〉)藤江博道(西本郷〈和志山を除〈〉)山

田武昭(東本郷･新堀･冨永)山田時幸(筒針･東レ社宅)伊藤

道子(渡上)綴織基(渡下･東牧内･肥後原団地)黒川市郎(上

佐々木･下佐々木･石工団地)太田常雄(BS和･昭和新)中野

淳一(島坂)鋤柄陽子(大和南)清水勝之(大和西)三井綺

(大和東)梶原テツ子(大和北)斎藤祥子(主任児童委員)

三井順子(主任児童委員)

○六ツ美北地区　村瀬泰子(宮地町東)野村みさ伎(宮地町西)

多湖雅子(法性寺1区)萩原淳弘(法性寺2区)柵木兼二(赤

渋<1･2区、4区の郷東、本屋敷〉)黒柳最東(赤渋<3区、4区の

道本、上河原、5区〉)屁杉登(中之郷)松下義明(中之郷団地)

牧太刀弼(井内1区)柴田ｎ佐江(井内2区)羽根田保(牧御堂)

佐野照代(土井)野田節子(土井団地)小嶋孝(下和田)本

田八重子(野畑)小嶋みち子(主任児爾委員)杉浦敏夫(主任

児童委員)

○六ツ美南地区　萩原吉久代(上青野)村松勇(在家･坂左右)

志賀すみ子(本郷･下青野)蜂須賀隆敏(高橋･上合歓木･下合

歓木)鈴木ヌイ子(福桶･上三ツ木･下三ツ木)丸山明美(安藤･

中島上側〈中島中〉)榊原一美(中島上側<中島東町〉･正名<二

軒屋町〉)村山純子(中島上側<中島東町･中島中町を除＜〉・

上側新町)早川定善(中島八幡･中島新町)鋤柄常雄(中島本

町･中島鏡町)榊原明代(高畑･後屋敷･小園)大山田美子(定

国･中村･国正･正名〈二軒屋町を除〈〉)足立守重(主任児童委

員)清水克己(主任児童委員)
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しい民生委員・児童委員が決まりました。

　　　　　　　俯首詰他言

　　-←-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WW---

12月1 日付けの･･斉改選により、新しく委嘱された民生委員・児童委員と担当される区域は、次のとおりです。

ご家庭での生活上の相談などお気軽にお尋ねください。

○根石地区　小渾愛子(東欠<伝馬町線北側〉)鈴木治子(東

欠<伝馬町線南側〉)永田勝子(西欠･根石･中欠)平岩義顔(元

欠<1～6･10～16･21組〉)山口啓子(元欠<7～9･17～20･22

～24組〉)杉本安(栄町)鈴村新吾(朝日)星野さよ子(若宮)

川口多喜代(両町)寄田陽子(東中)頁田昌敏(上中)伊藤

麻利子(中天神･中本町)板倉基好(中大門)近藤芙美子(中4･

5丁目)津坂つや子(中ﾌ丁目)中根登(小呂)平野知子(南

小呂)片山むつ子(主任児童委員)荻野佐和子(主任児童委§)

○梅園地区　内藤潮洲(門前･久右工門)山本正(梅園1･2丁目)

山本精治(梅園3丁目)吉村祐一(伝馬通1～3丁目)服部進(伝

馬通4･5丁目･十王)星野弘之(西中･東曙･曙1丁目)宇佐美

泰裕(花155)1丁目･西梅園)新賓俊彦(亀＃i･2丁目･篭田)武

村正嘉(東六供北･東六供)藤井智雄(六供新･三葉台)小林

訓子(稲熊1区<名古屋岡崎線西側〉)後藤篤子(稲熊1区く名

古屋岡崎線東側〉)松林登美子(稲熊2区)阿部良子(稲熊3区)

高木康順(箱柳･赤松)織田節枝(稲熊7区･8丁目)佐藤美代(稲

熊5区･6区)小久保文雄(祐金･六地蔵1丁目)大山章江(主

任児童委員)酒井育代(主任児童委員)

○三島地区　坂部勝也(菅生･島町･唐沢)藤島弘鉦(上明大寺･

明大寺本)伊球田諦巌(采明大寺束一東明大寺南〈8～11組〉・

竜美旭町)成田久代(采明大寺南<1～7･12～14組〉)渡豆

敬子(東明大寺北)宇野菊枝(宮東)木戸玲子(山手1～3区)

山本隆信(吹矢)高鍬健次郎(西明大寺1区)深谷開造(西明

大寺2区)岡田泉(西明大寺3区)太田昭(南明大寺3･4区)

兵藤鋭子(宮前･学校東)田部浩己(主任児童委員)伊藤典子

(主任児章委era)

○六名地区　大屋元美(南明大寺1区･南明大寺町)酒井文子(南

明大寺2区)松下好見(久後崎1区)小野鉄男(明大寺本町第

1町内会一久後崎2区)畔柳悟(上六名1･2丁目)加藤康隆(上

六名3丁目)平岩巌(上六名町)山内博司(六名2･3丁目)

高村美子(六名1丁目･真宮)天野和子(六名本町ト2区)外

狩弥三郎(上六名4丁目･向山町･三崎町)鈴木八枝子(六名東町)

鈴木郁子(六名新町)三井千年(六名南1･2丁目)片岡三千世

(明大寺葵)加藤順子(主任児童委員)蒲野栄子(主任児童委

員)

○連尺地区　三井カスミ(八幡)藤井加津子(ji尺通･本町通1

～3丁目･康生通東1･2丁目)長坂美代子(材木1～3丁目)石

原義夫(魚町･西魚町･田町)吉田達男(板屋町く名鉄以北1～

23･34～37組〉)榎田京子(板屋町<名鉄以南〉･中岡崎･八帖

南町<字松葉25組〉)柴田孝行(八帖北町〈1～17組〉)原田

恵子(八帖北町〈18～42組〉)太田キヨミ(八帖町･八帖南町<八

帖南町字松葉を除<〉)磯貝良雄(康生通西<康生通西1～4丁

目･康生町の一部〉)松本ユリ子(康生<康生町の伊賀川以西〉)

大嶽満子(南康生〈康生通南1～3丁目･康生町の伊賀川以東〉)

鈴木トモ子(城北･末広)築瀬衣子(主任児童委員)早川教子

(主任児童委員)

○広幡地区　鈴木昭(伊賀北1区･2区)近藤美津子(伊賀北3～

5区)榊原錠市(伊賀北6区･錦町)杉浦康之(福寿)深津町

子(元能見南)鳥居生代(元能見中)近藤美智子(元能見北)

石川壽子(葵町)浅井喜代子(伊賀北8区･広幡･柿田)榊原清

(日名西北町1区)和田務(日名西北町2区)岩月f-r- (日名本町)

函市政だよりおかざき2001年(平成13年)12月1日

　峰沢賢次(日名南町)岡安茄代子(日名中町くユニチカ関係

分含む〉)酒井廣三(松本)深津節子(井田新･井田南･井田西)

　阿部文子(主任児童委員)鈴木美奈子(主任児童委員)

○愛宕地区　牧野誠次(西六供北･西六供東)加藤美恵子(西

六供西･西六供南)可児光永(六供本)冨安茂弘(能見通1丁目･

東能見)竹本達司(能見北･能見中)筒井卯(伊賀南^～4区)

川口康子(伊賀南5･7区)稲吉太一(伊賀南s区)稲垣千里(伊

賀南8･9区)霜田美津子(主任児童委員)黒田まゆみ(主任児

童委員)

○井田地区　中根康夫(井田1[Ｘ]筒井治子(井田2･6区)小

林由子(井田3区)太田晴代(井田4区)中根敏明(井田5･12区)

上田鎮枝(井田7区)力[]納和明(井田8区)鈴木昭二(井田9区)

鈴木康夫(井田10区)宮地守(井田n区)藤江みち子(石神･

伊賀新町〈伊賀北1区を除＜〉)服部春男(稲熊4区)小林寛(真

伝1･2区)夏目昭男(真伝3区)中根保(松橋)渡否成代(主

任児童委員)豊田猶子(主任児童委員)

○羽根地区　遠山美枝(戸崎1区)柴田和子(戸崎2区･戸崎日

清地区･戸崎3区)石原幸彦(戸崎4区)山下淑枝(戸崎5区)

山本美江(羽根東山2･3区)三田フサ子(北羽根陣場)山田良

子(羽根北1･2区)中山志満子(羽根北3区)小林征朗(羽根

東1～3区)清竹信義(庄司田1～4区)服部豊江(柱曙1･3区)

鈴木和枝(柱曙2･4区)土田博(柱東本1～4区･柱栗)八田喬

子(戸崎6区〈字牛転〉･戸崎7区)八田尚平(戸崎6区〈字藤狭〉)

倉田月子(小豆坂1区)加藤栄(東山<鰻池〉)岩瀬愛子(東山

〈大池〉)後藤レイ子(不吹)酒井順子(主任児童委員)冨

田多摩江(主任児童委員)

Ｏ岡崎地区　近藤美年子(柱郷北･柱郷東)浅井美智子(柱郷西･

柱郷南)村上市造(柱辻1～3区)高木幹夫(針崎郷･若松郷<西

之切〉)佐藤秀人(針崎東･針崎日清地区)星井美枝子(若松

郷<西之切を除＜〉)尾崎幹夫(若松栄1･2丁目)青山光隆(若

松栄3･4丁目)岩瀬英雄(羽根西1～3区･羽根西新町)加藤敏

雄(天白)神谷美栄子(江□1･2丁目)水谷萬里子(江口3丁目･

中田)宇野秀二城m町1～3丁目)野村孝子(上和田2区)

市川久男(上和田1区)福岡陽子(上和田団地)梶尾佳保る(主

任児童委員)石河さかえ(主任児童委員)

○竜美丘地区　岩月昭佳(竜美ヶ丘1区〈竜美南2･3丁目〉)但

野清子(竜美ヶ丘1区〈竜美南4丁目･竜美台1丁目〉)中村孝子

(竜美ヶ丘1区<竜美中1･2丁目〉･竜美ヶ丘2区)平井輝雄(竜

東ヶ丘三菱社宅)千賀邦二(竜美南)加藤一二三(南ヶ丘北<1

～5･13･14･30～35組〉･南ヶ丘東)磯村孝子(南ヶ丘<6～12･

15･29組〉)山田規之(大西1区〈竜美丘会館通北側〉)柴田

道代(大西1区〈竜美丘会館通南側〉)渡漫恵美子(大西2区<会

議所通南側〉･竜美新町)小林美恵子(大西2区く会議所通北側

西〉)北村百合子(大西2区<会議所通北側東〉)橋川真佐栄

(主任児童委員)岡村悪美子(主任児童委員)

○男川地区　香村みちよ(大平東･大平下)石川和子(大平上)

鈴木孝男(大平西〈洞街道西〉)鈴木博史(大平西<洞街道東〉)

本多博(大平辻中)柴田美通(丸山)中山ともこ(小美)山

田哲雄(高隆寺･洞町〈長沼･大平田口線東側･東名北側〉)太

田美智子(洞町〈上記を除<伝馬町線北側〉)山上哲生(洞町く伝

馬町線南側〉)柴田和子(主任児童委員)
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高村知二さん(細川町)

　勲五等瑞宝章

　学校保健功労

高橋俊央さん(六名新町)

　勲六等単光旭日章

　　　警察功労

中根千枝さん

(東京都港区)

中根鎬夫さん(奥殿町)

勲三等旭日中綬幕

　地方自治功労

　
ン
ー

九
こ
に
Ｔ
　
ｔ
｀

　
乙
‘

jヽ笠原正樹さん(欠町)

　勲五等瑞宝章

　保健衛生功労

社会福祉功労

三
州
岡
崎
葵
市
民
の

中
根
千
枝
さ
ん
が

今
年
の
文
化
勲
章
の

栄
誉
に
浴
さ
机
ま
し
た

平成13年秋の叙勲・褒章に、市内で

12人のかたがその栄誉に浴されました。

それぞれのお名前とご功績を紹介い

たします。

丸尾　博さん(元能見町)

　　勲五等瑞宝章

　不動座業振興功労

杉浦　保さん(福岡町)

勲六･等阜光旭日皐

　郵政業務功労

f｀

S･､

、

●　　　　　J　･

太田　昭さん(八帖町)

　　藍綬褒彙

　更生保護功績

山本和男さん(東蔵前町)

　　勲五等瑞宝章

　　　教育功労

吉田房吉さん(六供町)

勲六･等単光旭日章

　鉄道業務功労

ｊ
太田進造さん(福岡町)

　　　黄綬褒皐

　　　業務精励

－　--

市政だよりおかざき2001年(平成13年)12月1日回

市
内
で
上

に
お
い
て

人
の
か
た
が
栄
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５
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1
0
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～
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２

時
3
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分
　
※
雨
天
の
場
合
は
、
幸
田
中
学
校
体

育
館
で
凧
の
展
示
を
行
い
ま
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小
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・
全
国
の
凧
の
部
）
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シ
ョ
ン
、
太
鼓
披
琳
、

ゲ
ー
ム
、
も
ち
投
げ

、
ス
テ
ー
ジ

ジ
ャ
ン
ケ
ン

こ
う
た
凧
揚
げ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
内
（
Ｃ
＜
2
2
・
１
１
１
１
・
内
線
４
１
３
）

　
ほ
し
ぞ
ら
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
「
木
星
・
土
星
一
月
を
観
よ
う
！
」

ｙ
日
時
ノ
平
成
1
4
年
１
月
1
9
口
出
　
午
後
６
時

～
〉
場
所
上
図
轡
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
、

ハ
ッ
ピ
ネ
ス
ー
ヒ
ル
・
幸
旧
内
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
甲
内
容
　
屋
外
で
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
星
の

観
察
を
し
ま
す
。
　
※
悪
天
候
の
場
合
は
、
内

容
変
更
▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
小
・
中
学
生
以
下
の
か
た
は
、
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。
▼
募
集
人
員
。
…
…
3
6

人
（
先
着
順
）
Ｖ
参
加
費
ノ
無
料
Ｖ
講
師
∠
藤

井
哲
也
氏
（
元
田
峰
微
小
天
文
台
所
長
）
ｙ
申

し
込
み
”
1
2
月
1
5
‐
出
、
午
前
９
時
か
ら
図
占

館
で
電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

幸
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町
民
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書
館
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・
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自
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薯
ワ
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は
い
か
が
？

「
ぬ
か
た
の
雫
」

一
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皆
さ
ん
は
、
今
年
の
夏
か
ら
、
額
田
町
特
産

自
然
薯
の
芽
の
部
分
「
ム
カ
ゴ
」
か
ら
造
っ
た

ワ
イ
ン
を
ご
存
知
で
す
か
。
ム
カ
ゴ
か
ら
造
っ

た
ワ
イ
ン
は
、
全
国
初
。
皮
か
ら
出
る
色
が
口

ゼ
訓
の
淡
い
ピ
ン
ク
を
醸
し
だ
し
て
い
ま
す
。

　
ワ
イ
ン
は
、
ム
カ
ゴ
を
酵
母
で
発
酵
さ
せ
て

熟
成
さ
せ
た
た
め
、
甘
み
が
多
く
て
女
性
に
も

飲
み
や
す
く
什
上
が
っ
て
い
ま
す
。

《額田町案内図》
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今
年
、
り
一
月
に
は
今
年
採
れ
た
ム
カ
ゴ
を
使

っ
た
新
酒
ワ
イ
ン
が
出
来
ヒ
が
り
、
来
年
１
月

に
は
辛
目
ワ
イ
ン
も
発
売
さ
れ
ま
す
。
価
格
は
、

五
百
い
リ
ッ
ト
ル
入
り
ボ
ト
ル
税
込
千
円
で
、

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
三
河
額
田
支
店
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
三
河
額
田
支
店
Ｍ
Ｓ
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こ
の
年
賀
状
、
か
っ
こ
い
い
な

　
年
賀
状
展

3
1
4
0

　
毎
年
、
額
田
町
で
は
町
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
に

富
ん
だ
年
賀
状
な
ど
を
募
集
し
、
公
開
展
示
し

て
い
ま
す
。
年
賀
状
艇
で
は
、
写
莫
を
使
用
し

た
も
の
や
に
夫
を
凝
ら
し
た
作
品
が
図
書
館
ロ

ビ
ー
を
飾
り
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

▼
日
時
。
平
成
1
4
年
１
月
1
2
口
出
～
3
1
日
限

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
１
月
1
4
ロ
呪
、
1
5
口

脚
、
2
1
口
卯
、
2
8
口
卯
は
休
館
）
▼
場
所
…
…
…
額

田
町
立
図
書
館
ロ
ビ
ー

額
田
町
立
図
書
館
ｃ
＜
8
2
・
2
9
5
3
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岡崎市ホームページ
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http://ｗｗｗ.city.okazaki.aichi.jp
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2001年12月22日出～2002年２月24日(日)

万口i‾ＦＯＥＥ‾飛i
Lマインドスケープ・ミュージアム】

Ｏ岡崎市高隆寺町峠1･岡崎中央総合公園内

　　　　　　　　　　公28・ 5000

||沁館略喝／午前w時～午後6時(入館は午後5時30分まで)

休館日／毎週月曜日(12月24日・1月14日・2月11日は開館、12月25日・

　　　　1月15日・2月12日は休館)、年末年始(12月28日～1月3日)

観覧料／一般1,000円(800円)、小中学生500円(400円)

　　　　(　)内は前売り及び20人以上の団体料金

※前売り券は12月21日まで、岡崎市美術博物館、岡崎市美術館、おかざき世界

　子ども美術博物館、市役所文化振興課、岡崎市各支所で販売しています。
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